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j室内運動場として完成した戒)11小学校へき地集会室

戒
川
小
学
校
の

塁
内
運
動
場
と
し
て

昨
年
八
月
か
ら
整
備
を
進
め
て

き
ま
)
た
戒
川
小
学
校
へ
き
地
集

会
室
(
犀
内
運
動
場
)
が
、
二
月

八
日
、
総
事
業
費
一
億
四
千
九
百

二
十
九
万
五
千
円
を
か
け
て
主
戎

し
ま
ー
J

た。

こ
の
集
会
主
は
、
昭
間
二
一
十
四

年
に
建
設
さ
れ
現
わ
れ
て
い
た
前

集
会
主
の
老
朽
化
に
伴
い
、
忠
一
章
一

の
体
力
向
ト
一
を
図
る
と
こ
ち
に
、

明
る
〉
〈
健
康
な
地
域
の
一
仲
間
づ

く
、
り
」
一
里
づ
〈
内
」
の
場
と
し
て

整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
〉

事
業
概
要
位
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
;
に
}
造
平
屋
建
一
面
積
は
六

百二
J

」

九

仁

一

d

m

J

一
な
つ
で
お

り
、
パ
ス
ケ
?
?
ボ
'
ル
、
パ
レ
7

ボ
j

ル
、
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
な
J

一の

競
技
が
出
来
一
〆
で
で
つ
に
な
っ
一
f

ハ

土
品
吋
す
〉
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施政方針一一一

づ
く
、官、づ

医雪

くttI. 

前
進
牽

景
気
回
復
申
町
の
活
性
化
に
配
虚
し
た
取
り
組
み

一
平
成
六
年
度
長
浜
町
議
会
第
一
同
定

例
会
が
、
一
二
月
八
日
か
ら
十
一
日
ま
で

の
凶
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
、
平
成
六

年
度
当
初
予
算
や
長
浜
町
ふ
る
さ
と
公

園
設
置
条
例
、
長
浜
町
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
改
一
止
な
ど

の
一
一
十
七
議
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案
の

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
例
月
出
納
検
査
、
寄
付
採
納

な
ど
の
議
報
告
案
件
三
件
は
受
理
採
択

平
成
六
年
震
描 さ

れ
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
を
審
議
す
る
前

に
、
上
田
町
長
が
平
成
六
年
度

の
施
政
方
針
を
表
明
し
、
続
い

て
、
四
人
の
議
員
が
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

施
政
方
針
、
一
般
質
問
、
可

決
さ
れ
た
議
案
の
あ
ら
ま
し
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

方
針

皆
さ
ん
の
新
し
い
感
覚
と
息
吹

の
中
で
感
動
で
き
る
長
浜
づ
く
り

本
年
の
幕
開
け
は
、
昨
年
の
コ
メ
の

部
分
開
放
に
続
き
、
リ
ク
ル
ー
ト
事
件

以
後
、
同
民
が
最
も
期
待
し
て
い
た
政

治
浄
化
の
た
め
の
政
治
改
革
関
連
四
法

案
が
成
烹
一
す
る
な
ど
、
国
政
も
大
き
く

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

一
方
、
景
気
の
見
通
し
は
依
然
と
し

て
不
透
明
感
を
払
拭
で
き
ず
、
国
に
お

い
て
は
、
所
得
税
減
税
、
公
共
投
資
の

拡
大
な
ど
の
総
合
経
済
対
策
を
打
ち
出

す
な
ど
、
景
気
浮
揚
へ
の
配
慮
が
行
わ

れ
て
い
る
。

当
町
に
お
い
て
も
、
景
気
浮
揚
に
配

慮
し
た
予
算
に
努
め
、
税
収
に
つ
い
て

は
前
年
度
主
初
比
で
卜
三
・
一
%
、

般
会
計
予
算
総
額
で
は
四
・
一
%
増
の

伸
び
率
で
編
成
し
、
大
変
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
で
は
あ
る
が
、
景
気
回
復
、

町
の
活
性
化
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

さ
て
、
私
は
、
町
政
推
進
の
基
本
姿

勢
と
し
て
「
町
づ
く
り
」
「
里
手
つ
く
り
」

「
心
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
「
人
と
物
の
動

く
町
守
つ
く
り
」
「
文
化
の
薫
る
町
、
づ
く

り
」
に
取
り
組
み
、
交
通
通
信
体
系
の

整
備
を
は
じ
め
、
企
業
誘
致
な
ど
産
業 六年度の施政方針を述べる上田町長

振
興
の
根
幹
に
係
わ
る
基
盤
警
備
、

H
-

涯
教
育
、
文
化
事
業
、
白
此
れ
や
心
を
一
抗

し
た
ふ
る
さ
と
一
つ
く
り
な
ど
、
佐
・
々
に

で
は
あ
る
が
形
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
受
け
止
め
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
は
、
私
の
任
期
の
什
上

げ
の
年
で
あ
る
が
、
皆
さ
ん
の
町
つ
ぐ

り
に
対
す
る
新
し
い
感
覚
と
息
吹
の
中

で
原
点
を
見
詰
め
直
し
、
本
当
に
感
動

を
実
感
で
き
る
「
町
づ
く
わ
」
「
問
主
つ

く
り
」
「
心
づ
く
り
」
の
更
な
る
-
歩

を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

港
町を
活
か
し
た

ーコ

く

り

港
ミ
つ
く
り
に
つ
い
て
は
、
物
流
ー
産

業
、
生
活
の
一
一
一
つ
の
機
能
が
連
携
さ
れ

た
港
湾
づ
く
り
を
い
H
指
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
今
年

も
小
型
船
だ
ま
り
を
は
じ
め
、
川
防
波

堤
等
の
繋
備
推
進
に
努
め
た
い
じ

特
に
、
小
型
船
だ
ま
り
の
環
境
緑
地

は
、
多
目
的
グ
ラ
ム
ハ
ノ
/
ド
、
イ
ベ
ン
ト

広
場
、
松
林
の
警
備
な
ど
、
潤
い
を
体

感
で
き
る
緑
地
公
聞
と
し
て
整
備
す
る

計
画
で
あ
り
、
本
年
度
は
、
先
端
部
に

展
望
台
(
岬
)
や
「
い
ろ
は
丸
」
(
坂

本
龍
馬
と
海
援
隊
が
大
洲
藩
か
ら
し
ン

タ
ル
し
た
船
)
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
遊
具

等
の
着
て
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
次
第
に
「
港
を
活
し
た
町
、
づ
く
り
」

へ
の
姿
が
整
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
て

し L

〆

〆日日相

i藍
白
一
括
橋
の
架
け
替
え
も

整;

備、

道
、
つ
ぐ
り
に
つ
い
て
は
、
高
速
高
規

格
道
、
或
は
、
同
県
道
の
時
停
備
I
Y
一
謝
社

の
と
れ
た
町
内
幹
線
道
路
の
は
6

虹
韓
併

に
全
力
を
傾
か
し
一
行
ー
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
一
f

本
年
度
は
、
出
直
一
一
一
仁
八
日
方
の
掛
川
会

γ
i
kが
整
備
‘
さ
れ
る
こ
と
か
わ
、
長
浜

町
内

M
間
全
線
の
繋
備
が
完
了
す
る
計

画
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
歩
道
の
墜
備

わ
カ
!
ブ
の
改
良
な
ど
第
二
次
改
良
の

臣
殿
実
現
に
向
け
努
め
て
い
き
た
い
。

次
に
、
主
要
国
片
道
に
う
い
て
、
J

人
削

J

長
浜
線
の
仁
久
か
L
ノ
岸
本
石
油
応
ま

で
の
市
北
同
地
民
間
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

半
成
五
年
度
末
ま
で
に
県
当
局
に
よ
る

測
量
調
査
が
終
わ
る
こ
と
か
ら
、
新
年

度
に
は
こ
れ
を
基
に
訟
紳
案
が
提
示
で

き
る
よ
J
f
田
町
と
共
に
取
れ
ノ
紺
ん
で
い
き

た
い
c

長
浜
1

中
村
線
に
つ
い
て
は
、

用
地
交
渉
の
妥
結
に
向
け
努
力
す
る
と

と
も
に
、
整
備
の
促
進
を
描
く
安
請
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
長
浜
t

一校守
'T
二
コ
ミ
ご
ー
で

LUE士
号
人
一
コ

ね
hvけ

γ
ぷ
小

fu
子
し
「
〈

'
h

」
日
右
叶
百
円
主
」

σ

予
算
配
分
が
見
一
止
ま
れ
る
た
め
、
積
極

的
な
撃
備
促
進
が
凶
れ
る
も
の
と
受
け

止
め
て
い
る
r

町
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
緊
急
度

の
高
い
幹
線
二
一
松
町
遣
の
重
ト
H
d

的



什

ι) 

整
備
が
主
安
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

大
子
線
及
び
柿
ノ
久
保
線
や
集
落
問
の

交
通
体
系
の
整
惰
を
重
点
的
に
阿
っ
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

一←一一施政方針

こ
の
外
、
建
詰
省
が
幣
一
め
て
い
る
肱

川
の
河
川
改
修
工
事
に
伴
、
つ
町
道
橋

ー
白
滝
橋
及
び
柿
半
橋
」
の
架
け
替
え

計
画
が
目
指
急
の
#
題
と
な
っ
て
お
り
、

白
滝
橋
に
つ
い
て
は
、
現
存
の
-
一
等
橋

か
ら
一
等
橋
に
す
フ
日
々
向
で
臨
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
J

「
肱
川
あ
ら
し
展
望
合
同
」
の
展
望

ル

l
ト
に
接
続
す
る
路
線
に
つ
い
て
は
、

県
の
過
疎
代
行
事
業
で
整
備
し
て
い
る

黒
田
大
臣
線
の
一
層
の
早
期
J

一U
成
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
こ
の
展
望
台
へ
歩
い
て
登
れ

る
別
ル

1
ト
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
公

園
が
吏
に
と
竹
効
的
に
利
用
「
Ltu
る
よ
う
、

健
康
づ
く
り
と
J

一
い
っ
た
観
点
か
ら
も
、

件
叫
一
夕
、
十
止
の
整
備
を
横
討
し
て
い
く
ザ
ヴ
え

で
あ
り
、
平
成
ヒ
年
度
か
ら
第
三
次
ふ

る
さ
と
っ
く
り
事
業
と
し
て
警
備
が
図

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

ダ
ム
問
題
は
意
見
を

反
映
し
た
取
紺
に

整備が待たれる県道長浜~中村線

山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
と
中
予
分
水
の
問

問
一
に
つ
い
て
は
、
山
川
域
は
一
っ
と
J

一いう

閉
ー
ー
か
ら
大
洲
山
・
喜
多
郡
が
同
ゐ
止
中
ナ

調
で
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
心
汁
町
と
し

て
は
、
上
水
道
の
不
友
、
ま
た
、
工
業

川
水
の
問
題
、
将
来
の
水
、
或
は
水
利

権
や
環
境
、
漁
業
へ
の
影
響
令
ど
、
ど

れ
A

っ
と
っ
て
も
各
論
に
五
よ
ら
ず
解
決

し
て
ヤ
な
い
の
守
、
今
後
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
窓
見
が
反
峡
で
き
る
よ
う

取
り
組
み
方
の
問
題
を
含
め
、
議
会
の

山
山
口
己
ん
と
と
も
に
進
め
て
い
き
た
い
η

資
源
を
活
か
し
と

商
・
屈
街
の
再
生

夕、ム問題等で、影響力ず心配される肱川

良
業
に
つ
い
て
は
、
ガ
ソ
ト
・
ウ
ル

グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
の
最
終
合
ι
甲
山
、
大

凶
作
に
見
持
わ
れ
た
ゴ
メ
キ
は
じ
め
、

柑
橘
寺
山
花
吻
の
品
質
帆
卜
、
高
齢
化
、

明
い
手
の
減
少
に
よ
る
農
村
環
境
は
、

決
し
て
川
村
山
閉
を
許
さ
な
い
伏
出
で
あ
り
、

町
と
し
て
は
、
基
盤
整
備
は
も
と
よ
り
、

み
か
ん
の
優
良
系
統
転
換
対
策
事
業
、

柑
橘
産
地
崎
市
配
備
事
業
花
び
に
、
高
品
質

の
販
売
、
不
ノ
ト
ワ
l
ケ
チ
一
昨
立
す
る
消

費
拡
大
事
業
を
引
き
続
き
実
施
じ
た
い

と
考
え
て
い
る
コ

ま
た
、
安
定
的
農
業
一
宮
円
描
す
複
合

経
営
の
確
立
を
図
る
た
め
、
菌
床
し
い

た
け
栽
培
振
興
対
策
事
業
を
新
た
に
実

施
す
る
計
阿
で
あ
る
。

林
業
に
つ
い
て
は
、
林
道
網
の
整
備

を
は
じ
め
、
優
良
材
生
産
事
業
-
除
問

伐
促
准
一
事
業
、
し
い
た
巾
宅
産
活
性
化

対
策
宇
業
}
し
い
た
け
共
品
会
」
宇

主
体
と
し
た
「
長
浜
町
林
業
ま
つ
り
」

の
開
催
、
森
林
版
業
施
設
整
備
事
業
、

高
品
質
素
川
生
産
事
業
等
を
長
施
す
る

計
画
で
あ
る
U

次
に
、
水
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
均
一

貝
類
的
中
間
育
成
、
枚
士
山
等
、
栽
培
漁

業
を
基
本
と
し
た
「
っ
く
り
育
て
る
漁

業
」
を
中
心
に
漁
業
振
興
を
阿
る
た
め
、

ー
沼
四
次
沿
山
町
漁
場
整
備
事
業
ー
を
は

じ
め
、
「
ぶ
産
業
地
域
改
善
対
室
事
業
」
、

「
地
域
沿
岸
漁
業
構
造
改
普
事
業
」
を

引
さ
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
削
減

漁
港
内
に
漁
具
補
修
の
た
め
の
共
同
作

業
所
を
建
設
す
る
計
闘
で
あ
る
。

ま
た
、
漁
港
杉
浦
に
つ
い
て
、
働
生

漁
港
に
つ
い
て
は
、
直
道
整
備
と
ζ

も

に
漁
港
機
能
施
設
等
を
完
成
さ
せ
な
が

ら
、
防
波
堤
の
延
長
を
図
る
一
)
レ
一
に
し

て
お
り
、
沖
浦
漁
冶
に
つ
い
士
も
、
引

き
続
き
沖
一
文
字
防
波
堤
の
延
長
を
悶

り
、
階
的
の
諦
憶
乏
を
凶
っ
て
ハ
く
方

汁
で
あ
る
。

商
業
に
つ
い
て
は
、
外
来
客
の
積
能

的
な
誘
致
に
努
め
る
と
と
も
に
、
観
正

施
設
、
公
固
な
と
ぶ
町
の
甫
己
中
よ
れ

f~資

源
寺
一
品
し
た
商
庖
街
の
再
小
土
、
長
浜
町

地
域
振
興
協
議
会
に
よ
る
各
佳
朔
畳
弓

耐
修
事
業
主
寸
↑
い
対
す
る
積
柿
一
的
公
i
え同授

を
は
乙
め
、
大
型
自
対
策
事
業
、
更
に

は
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
個
宿
へ
の
経
営

昨
日
及
指
導
宇
一
行
λ

〆
情
報
処
叩
対
策
事
業

詐
を
実
描
」

:
Z
4
え
で
あ
る
「

観
光
に
つ
い
て
は
、
叫
一
季
折
々
に
観

泊
客
を
招
汝
で
ミ
一
る
よ
う
明
也
案
内
板

の
改
修
、
知
山
王
、

J

7

レマ
L

川
準
備

を
一
行
、
つ
な
ど
、
中
寸
向
の

f
メ
l
、J
ア
ノ

0
7
J
P
一展開、
J
て
に
さ
た
レ
レ
一
考
え
で
お

り
、
ま
た
、
村
主
主
品
、
づ
く
h
u
v
川
加
怖

値
の
あ
る
産
品
ょ
っ
ノ
¥
り
に
も
取
り
細
み

た
い
と
考
え
て
い
る
や

生
き
が
い
の
あ
る

漁業振興のため放流されるヒラメの椎魚、

間I

く

ワ

ーコ

福
祉
に
つ
い
て
は
、
若
北
内
ち
高
齢
者

も
、
誰
も
が
老
後
を
安
心
し
て
暮
ら
せ
、

し
か
も
、
主
ν
4
一
ポ
い
の
あ
る
町
に
し
て

行
く
事
が
出
齢
化
時
代
打
不
可
欠
の

行
政
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
フ
で

の
指
針
と
な
る
の
が
長
浜
町
老
人
保
健

福
祉
計
画
ぐ
あ
る
u

こ
の
計
一
自
1
、
平

成
五
年
度
か
ム
J

十
一
年
度
を
目
標
と
し

た
北
画
を
策
定
し
た
も
の
で
、
国
の

「
【
両
齢
者
保
健
出
祉
十
か
年
戦
略
」
に

沿
い
な
が
ら
、
大
幅
な
保
健
a

引
社
汁
1

ピ
ス
の
拡
充
を
図
り
た
い
。
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併
に
本

q
は
、
集
川
機
能
阿
保
訓
紳

や
保
健
師
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
ト
体

と
し
た
作
定
寝
た
き
り
の
万
の
保
健
所

動
の
充
実
に
努
め
、
牛
活
z

首
一
欲
の
向
仁

を
川
川
り
な
か
ら
、
寝
た
さ
り
の
防

H
U

ひ
に
予
防
対
策
を
展
出
し
て
い
く
号
、
円
ん

で
あ
る
し

施
設
撃
備
に
つ
い
て
は
、
老
人
ホ
ー

ム
白
山
国
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
事

か
ら
、
適
地
へ
の
移
転
改
築
の
牟
備
を

進
め
て
わ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
う
い
て
も
、
閏

時
M
A
び
県
全
体
の
整
一
備
推
移
を
見
極
め
、

そ
の
機
を
逸
す
る
事
の
な
い
よ
う
基
本

構
想
の
策
定
を
行
う
な
ど
、
諸
準
備
に

取
り
か
か
る
考
え
で
あ
る
。

昨
年
開
設
さ
れ
た
内
子
町
の
特
別
養

護
老
人
ホ

l
ム
一
み
ど
り
苑
」
で
は
、

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
た
方
々
か

ら
大
葬
評
を
得
て
お
り
、
ま
た
、
ホ
ー 老朽化が進む老人ホーム白山園

ム
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
介
護
に
つ
い
て
は
、

現
作
の
週
一
一
同
か
ら
二
一
同
一
に
、
移
動
入

浴
サ
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、
週
-
凶
か

ら
新
作
度
の
状
況
を
見
て
、
一
一
同
に
増

や
し
た
い
と
考
え
て
い
る
り

健
賎
つ
く
り
の
出
で
は
、
食
事
、
運

動
、
休
養
を
基
調
と
し
た
保
健
事
業
の

-
層
の
充
実
に
努
め
、
作
ら
れ
た
健
康

か
ら
作
る
健
康
へ
と
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
き
た
い
。

次
に
、
環
境
対
策
の
廃
棄
物
処
理
問

題
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
不
燃
ご
み
中

間
処
理
施
設
の
老
朽
化
や
埋
め
?
で
処

理
施
設
の
整
備
等
避
け
て
は
通
れ
な
い

状
況
に
達
し
て
い
る
が
、
新
年
度
に
つ

い
て
は
、
ご
み
を
増
や
さ
な
い
生
活
ス

タ
イ
ル
を
白
指
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
、
ご
み
収
集
の
有

料
化
、
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
の
制
定
等

に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
た
い
。

排
水
処
理
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

軽
備
計
画
の
策
定
や
膨
大
な
事
業
費
等

を
勘
案
し
な
が
ら
、
長
期
的
な
町
4

つ
く

り
計
由
の
中
で
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
r

第
一
三
次
開
発
計
画

の
方
向
付
け
や
今
後
の
人
口
動
態
等
を

踏
ま
え
、
当
町
に
見
台
っ
た
下
水
道
計

画
を
策
定
す
る
た
め
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
調
資
委
託
し
、
そ
の
方
針
を
見
い

出
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
個
人
合
併

処
理
涛
化
槽
の
設
置
補
助
に
つ
い
て
も
、

合
わ
せ
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
の

ふ
る
さ
と
教
育
推

進

の

学
校
施
設
の
警
備
に
つ
い
て
、
本
年

度
は
、
柴
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
の
繋

備
を
行
い
、
児
童
の
体
力
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
地
域
の
「
仲
間
ゃ
つ
く
り
」

「
里
づ
く
り
」
の
場
と
し
て
積
極
的
に

活
肘
し
て
頂
き
、
明
る
く
健
康
な
地
域

社
会
づ
く
り
の
拠
点
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
、
白
滝
小
学
校
に
つ
い
て
も
、

年
々
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
ム
r

年
度
は
改
築
の
た
め
の
耐
力
度
調
査
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
児
立
厚

生
徒
が
住
ん
で
い
る
郷
土
の
白
然
、
歴

史
、
伝
承
文
化
な
ど
に
つ
い
て
、
体
験

を
通
し
て
理
解
と
認
識
を
よ
り
一
層
深

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
郷
上
を
愛
し
、 お年寄りに大変喜ばれている在宅介護

郷
ゴ
仁
詩
い
り
を
持
う
務
官
寺
山
北
す
た

め
作
松

M
釘
の
一
ふ
と
き
と
彩
ム
円
」

J
T

学
校
教
台
の
中
で
新
た
に
め
い
州
市
み
た

一、。lv 
社
会
教
育
に
つ
い
「
は
行
肢
は
も

と
よ
り
家
庭
、
山
(
了
校
、
職
場
か
さ
ん
l

ト

連
携
を
強
め
、
相
会
的
名
分
留
め
教
育

や
学
宵
体
制
、
学
問
時
機
会
を
新
:
)
い
勧

占
一
か
ら
総
ム
円
酌
に
見
直
し
、
仮
私
で
は

あ
る
が
「
牛
語
学
問
F
の
何
?
二
打
推
進

協
議
会
」
を
粍
成
し
て
、
精
一
松
町
に
昨

り
組
ん
で
い
き
た
い
の
芸
ザ
靴
、
丈
化
活

動
に
つ
い
て
も
、
昨
年
創
訟
さ
れ
た

「
あ
ら
し
太
鼓
」
や
文
化
協
会
を
中
心

に
文
化
祭
、
ふ
れ
あ
い
コ
、
/
サ
ー
ト
、

文
化
講
演
会
な
ど
を
計
画
h

)

て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
機
会
が
人
そ
り
ノ
じ
、
町

を
生
き
牛
き
と
変
え
る
も
の
と
確
信
し

て
い
る
の
で
、
ム
r後
rL
取
り
結
ん
で
い
r

され↑

v
h乙
才
J

え
て
に
ふ
コ

ま
た
こ
の
が
に
は

公
館
一
ぃ
作
九
日
一
ん
威
、
寸
る
こ
い
二
よ
。
ノ

也
戎
二
口
映
さ
j
J
J

一丈
i
v
ト
ノ
華
日
プ
2
1
f
J

士
士
iv
ホ
i

J

ノ
イ
I
L
o
F
R
r
日

刊

/

ル
り
を
創
造
J
o
t
h
ト
札
、
え
れ
一
諸
事
業

σ

托
涯
に
都
内
ナ
h
J
T
づ
も
ど
と

t
ド

L
h
主
人

j
u
v
r
帆
九
十
/
所
ム
い
ん
化
め

jtuこ
J

て
有

吉
義
な
利
一
日
間
を
同
九
一
て
応
き
z一」い
J
-

4
4
J
J

て
お
い
じ
、
更
に
、
弘
氏
佐
凶
害

能
な
ど
既
設
向
島
f
J

目
白
加
設
の
墜
備
を
同

れ
生
栓
ム
ヤ
町
内
円
山
拠
点
【
ら
み
て
え
環
境
整
備

に
も
努
h
u

で
い
さ
だ
¥

ふ
れ
あ
し

皆
さ
人
の
意
見
を

町
ソ
昏
間
上
@
心
づ
く
ち
に

中一一町

bm-広
七
宏
一
月
↓
日
に
は
、

町
緋
施
行
四
十
周
介
11σ

迎
一
え
、
下
一
れ
J
L
/

一

r

J

J

J

/

¥

ト
が
活
性
化
へ
と

機

μ
更
に

完成に向け着々と工事が進むふれあい会館

ト

ぃ

、

J
L
F
/
t
)

-
d

よ
校
，
P

J

/

酌
事
業
に

品
伝
栓
恥
、
に
取
れ
ノ
組
ノ
八
司
、
1

、
き
で
し
し
一
考

え
て
い
る
c

そ
の

一〆
f

い
Y

一v
〕て

地
域

σ
泥
相
い
化

生
投
教
育
け
し
拠
点
こ
)
で
、

い
ム
王
位
」
れ
建
設
、
展
望
一
と
匡
な
と
h
f

一
ふ
ウ
宣
C

Y

一
(
ノ
い
特
別
対
策
事
業
」

か
完
成
し
た
こ
と
か
ど
、
山
」
同
和
十
一
一

ι

念
行
事
に
会
わ
せ
て
、
枚
賀
式
ιEr
を
行

い
た
い
と
考
え
て
し
る
c

一
ふ
れ
J
g
J

ま
た
、
人
じ
優
し
一
ト
行
政

町
町
長
の

皆
さ
ん
F
一
生
活
一
f

一
必
要
な
軒
度
等
を
網

羅
し
た
便
利
帳

設
は
、
当
町
内
の
匹
季
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や
自
然
、
人
の
営
み
な
ど

P
R
用
と
し

て
も
活
用
で
き
る
ビ
デ
オ
の
制
作
を
行

い
、
教
材
を
は
じ
め
町
外
の
皆
さ
ん
に

も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
「
ふ
る
さ
と
長
浜
」

を
様
々
な
思
い
で
振
り
返
っ
て
頂
く
一

方
、
「
町
づ
く
り
・
里
子
つ
く
り
・
心
づ

く
り
」
ポ
ス
ト
を
設
置
し
、
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
町
政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

次
に
、
今
年
は
、
近
代
美
術
協
会
四

同
支
部
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
事
業
と
し

て
、
「
地
域
を
描
く
絵
画
展
」
を
開
催

す
る
計
画
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
事
業

に
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
も
セ
ッ
ト
し
、

絵
画
だ
け
で
な
く
、
レ
ン
ズ
を
通
し
た

当
町
の
良
さ
を
知
っ
て
頂
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

ま
た
、
国
際
理
解
や
協
調
の
精
神
が

大
き
く
求
め
ら
れ
る
現
代
、
町
で
は
外

国
人
を
指
導
者
と
し
て
迎
え
入
れ
、
外

国
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
知
識

や
文
化
を
吸
収
す
る
と
と
も
に
、
生
の

英
会
話
な
ど
に
接
す
る
「
ふ
れ
あ
い
英

会
話
」
教
室
を
開
設
し
た
い
と
考
え
て

お
り
、
引
き
続
き
行
う
海
外
研
修
に
つ

い
て
も
、
「
一
一
十
一
世
紀
に
ロ
マ
ン
の

花
を
咲
か
せ
る
」
人
材
の
育
成
に
結
び

付
い
て
行
く
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

さ
て
、
昨
年
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
た
三
七

八
号
の
「
タ
や
け
こ
や
け
ラ
イ
ン
」
に

つ
い
て
は
、
町
の

P
R
ラ
イ
ン
と
し
て

で
は
な
く
、
当
町
の
「
道
の
駅
」
と
し

て
捉
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

仮
称
「
タ
や
け
こ
や
け
ラ
イ
ン
道
の
駅
」

事
業
と
し
て
、
国
道
沿
い
に
広
場
を
設

け
、
駐
車
場
や
東
屋
、
ベ
ン
チ
、
モ
ニ
ユ

メ
ン
ト
な
ど
を
設
置
し
て
、
長
浜
町
の

玄
関
に
相
応
し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
な

る
よ
う
、
今
年
度
は
計
画
の
案
づ
く
り

を
行
い
、
可
能
な
部
分
か
ら
緒
に
付
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

動
く
橋
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

「
長
浜
大
橋
」
を
は
じ
め
と
し
た
動
く

橋
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
観
光
・
文
化
・

土
木
の
各
方
面
か
ら
価
値
観
を
創
造
し

な
が
ら
橋
の
魅
力
を
探
究
す
る
た
め
十

一
月
を
開
催
目
処
に
、
今
後
、
よ
り
具

体
的
な
検
討
に
入
り
た
い
。

地
方
拠
点
都
市
整
備
に
つ
い
て
は
、

ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
、
人
材
育
成
事

業
や
地
域
間
交
流
事
業
な
ど
ソ
フ
ト
面

の
活
動
を
推
進
す
る
事
に
よ
り
、
創
造

性
と
多
用
性
に
富
ん
だ
豊
か
な
社
会
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、
圏
域
十
六

市
町
村
の
出
資
金
と
愛
媛
県
か
ら
の
基

金
に
よ
り
、
広
域
的
な
ソ
フ
ト
事
業
を

展
開
し
て
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
当
町
に
お
い
て
は
、

港
湾
、
道
路
網
の
整
備
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
等
の
整
備
を
図
る
計
画
で
あ
り
、

「
ふ
れ
あ
い
会
館
」
建
設
事
業
も
十
月

完
成
に
向
け
て
着
実
に
進
捗
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

素
晴
ら
し
い

長
浜
町
づ
く
り
に

動く橋サミットで注目される長浜大橋

以
上
の
よ
う
な
事
を
考
え
て
見
る
と

き
、
財
政
が
厳
し
い
時
で
あ
れ
ば
あ
る

ほ
ど
、
我
々
や
職
員
も
知
恵
を
出
し
、

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
も
身
の
回
り
の

町
づ
く
り
に
力
を
注
い
で
頂
く
な
ら
ば
、

素
晴
ら
し
い
長
浜
町
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
頂
き
、
私
に
与

え
ら
れ
た
責
務
の
全
う
に
全
力
を
傾
注

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、

ご
指
導
、
ご
鞭
捷
を
衷
心
か
ら
お
願
い

し
、
当
初
議
会
に
臨
み
ま
す
私
の
施
政

の
一
端
と
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

下
水
道
の
方
向
付
け

を
調
査
委
託
す
る

質
問
:
・
下
水
道
の
繋
備
に
つ
い
て

(
二
宮
英
二
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
・
:
公
共
下
水
道
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
地
域
、
地
球
の
環
境

を
守
っ
て
い
く
と
い
う
観
点
か
ら
、
今

後
の
町
a

つ
く
り
計
画
に
お
い
て
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

本
町
に
お
い
て
は
、
第
三
次
開
発
計

画
や
都
市
計
画
等
の
確
か
な
方
向
付
け

と
今
後
の
人
口
動
態
等
を
総
合
的
に
勘

案
し
な
が
ら
、
長
期
的
に
見
据
え
た
上

で
の
計
画
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
、
本
年
度
に
は
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
調
査
を
委
託
し
、
こ
れ
を
基
に

具
体
化
し
て
い
き
た
い
。

水
質
保
全
と
汚
濁

防
止
に
努
め
る

質
問
・
:
合
成
洗
剤
使
用
に
よ
る
公
害

等
に
つ
い
て
(
二
宮
英
二
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
:
・
長
浜
町
に
お
い
て

は
、
肱
川
を
は
じ
め
と
す
る
よ
ハ
河
川
と

長
浜
港
内
ほ
か
の
地
先
海
域
で
定
期
的

に
水
質
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
調
査

結
果
に
よ
る
と
、
水
質
は
調
査
時
期
の

ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、
環
境
基
準

は
ほ
ぼ
達
成
し
て
お
り
、
特
に
問
題
な

い
も
の
と
思
う
。

し
か
し
、
合
成
洗
剤
使
用
に
よ
る
水

質
汚
濁
の
公
害
問
題
は
、
住
民
全
体
が

問
題
意
識
を
持
ち
対
処
す
べ
き
も
の
と

考
え
て
い
る
。
合
成
洗
剤
の
使
用
抑
制

に
つ
い
て
は
、
学
習
会
や
廃
油
か
ら
の

石
け
ん
マ
つ
く
り
な
ど
の
実
践
、
啓
発
と

合
わ
せ
て
、
広
報
な
が
は
ま
や
町
民
文

化
祭
で
の
指
導
、
普
及
を
行
っ
て
い
る

が
、
よ
り
一
層
、
同
、
県
等
の
支
援
、

指
導
を
受
け
な
が
ら
施
策
を
進
め
て
い

き
た
い
。

ま
た
、
人
体
、
魚
貝
類
に
及
ぶ
害
に

つ
い
て
は
、
魚
貝
類
の
摂
取
に
よ
る
人

体
へ
の
影
響
等
に
配
慮
し
、
年
一
回
、

定
期
的
に
検
体
魚
の
重
金
属
等
の
汚
染

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
現
在
の
と
こ

ろ
問
題
と
な
る
よ
う
な
異
常
な
数
値
は

検
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
も
引
き

続
き
調
査
を
行
、
っ
と
と
も
に
、
川
や
地

先
海
域
の
清
浄
な
水
質
保
全
と
汚
濁
防

止
に
対
す
る
意
識
の
醸
成
に
努
め
る
。
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水
の
ふ
る
さ
と
館

と
し
て
再
興
し
た
い

質
問
・
・
・
中
小
旅
館
の
建
設
の
考
え
は
あ

る
か
(
一
一
一
円
英
三
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
;
約
半
世
紀
の
間
親

し
ま
れ
て
き
た
前
水
族
館
は
、
老
朽
化

に
よ
り
昭
和
六
卜
年
四
月
に
止
む
な
く

閉
鎖
し
た
が
、
町
民
各
位
の
円
建
の
じ
刊

は
極
め
て
大
き
く
、
ぜ
ひ
と
も
再
興
し

た
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

建
設
時
期
等
に
つ
い
て
は
、
町
の
財

政
計
両
及
び
八
幡
浜
・
大
洲
地
方
拠
点

都
市
地
域
基
本
計
画
等
に
、
海
洋
博
物

館
的
な
も
の
を
仮
称
で
あ
る
が
「
水
の

ふ
る
さ
と
館
」
と
し
て
平
成
十
一
年
度

か
ら
卜
一
一
年
度
に
か
け
て
建
設
す
る
予

定
で
あ
る
。
こ
の
施
設
は
、
平
成
七
年

度
か
ら
、
建
設
場
所
、
内
存
等
を
十
分

調
査
、
研
究
を
行
い
、
本
町
の
牛
活
、

文
化
の
向
上
と
長
浜
町
の
本
来
の
ア
ク

ア
タ
ウ
ン
と
っ
く
り
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ

定
設
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

近
い
時
期
を
捉
え
て

明
確
に
表
明
し
た
い

質
問
--a
次
期
町
政
の
取
組
み
安
勢
と

考
え
方
に
つ
い
て
(
一
パ
日
英
二
議
員
)

什

A
H
弁
(
町
長
)
:
・
次
期
町
政
の
取
り

組
み
姿
勢
と
考
え
方
に
つ
い
て
、
現
時

点
で
は
明
確
に
表
明
は
で
き
な
い
が
、

町
長
と
い
、
つ
の
は
町
民
の
骨
さ
ん
に
深

く
係
わ
る
事
案
で
あ
る
の
で
、
議
会
の

皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
先
輩
諸
氏
、
町
民

の
骨
さ
ん
の
ご
窓
見
を
率
直
に
受
け
止

め
、
近
い
時
期
を
捉
え
て
、
取
り
組
む

姿
勢
、
考
え
方
を
整
理
し
、
私
な
り
に

表
明
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の

健

康

管

理

増
進
施
設
と
し
て

長い間親しまれていた前水族館

質
問
・
・
・
喜
多
漁
港
埋
立
地
の
整
備
計

画
に
つ
い
て
(
矢
間
一
義
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
:
喜
多
漁
港
の
埋
立

地
は
、
多
目
的
運
動
場
及
び
漁
業
関
連

施
設
の
整
備
を
目
的
と
し
て
昭
和
六
十

三
年
に
、
出
地
五
千
七
百
八
十
六
平
方

メ
ー
ト
ル
を
造
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
多
目
的
運
動
場
に
つ
い
て
は
、

ク
ロ

y
ケ

l
コ
l
ト
、
子
供
の
広
場
と

し
て
利
肘
さ
れ
て
い
る
が
、
漁
業
関
連

施
設
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
計
画
を
変

児
し
、
漁
業
者
の
健
康
管
理
、
食
生
活

の
改
善
、
高
齢
者
の
牛
き
が
い
の
場
と

し
て
の
健
康
管
理
増
進
施
設
を
、
平
成

六
年
度
中
に
建
設
が
で
き
る
よ
う
県
と

協
議
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
υ

各
種
団
体
等
と

連
携
し
検
討
を

質
問
:
・
特
産
物
市
場
の
建
設
に
つ
い

て
(
矢
間
一
義
議
員
)

芥
弁
(
町
長
)
:
・
近
隣
市
町
村
の
物

崖
販
売
施
設
は
、
肱
川
町
、
五
十
崎
町
、

そ
し
て
現
在
、
双
海
町
が
建
設
し
て
い

る
が
、
大
洲
市
、
長
浜
町
で
は
民
間
に

よ
り
建
設
さ
れ
て
い
る
。

当
町
で
は
、
昭
和
六
十
一
二
年
十
一
月
、

町
づ
く
り
委
員
会
特
産
品
開
発
部
会
に

よ
り
「
あ
ら
せ
市
」
が
設
置
さ
れ
、
現

在
、
生
産
者
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、
第

一
次
産
業
の
振
明
と
消
費
者
二
|
ズ
に 多目的広場として利用されている埋立地

応
え
る
場
と
し
ず
成
田
本
を
あ
げ
て
い
る

町
と
し
て
も
、
産
業
の
振
興
、
地
域
の

市
性
化
に
通
じ
る
d
u
の
で
あ
る
な

ιば、

生
産
者
、
商
工
会
、
名
種
川
体
等
と
の

連
携
を
基
に
、
物
産
販
売
施
設
の
桔
討

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

関
係
機
関
と

検
討
を
重
ね
る

質
問
:
学
校
給
食
に
う
い
て
(
矢
間

一
義
議
員
)

答
弁
(
教
育
長

)
i
学
校
給
食
開
設

に
ワ
い
て
は
、
近
隣
町
村
や
学
校
な
ど

の
資
料
収
集
を
行
い
、
こ
れ
を
基
に
長

浜
町
学
校
給
食
実
施
基
本
構
想
を
町
長

に
提
出
し
て
お
り
、
教
育
委
員
会
で
は
、

財
政
的
な
面
、
施
設
整
備
の
内
容
、
一
度

営
十
川
式
等
に
ウ
い
て
、
関
係
実
施
機
関

と
検
討
を
重
ね
、
平
成
六
年
度
中
に
方

向
付
け
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る

野菜など新鮮で安いと評判のあらせ市

小
中
外
ん
わ
施
一
校
一
一
昨
一
給
ム
ム
利

山
一
し
勺
い
で
は
一
、
出
J

校
給
食
施
誌
の
性

備
事
業
に
対
」
G
γ

出
補
助
事
業
し
か
ん
、
品
一
一
校

給
食
わ
普
及
-
現
励
を
図
る
た
M
L

のも

の
で
あ
る
の
で
、
利
附
す
る
こ
こ
は
で

き
な
い
η

小
山
い
541ね
以
れ
の
施
設
を
含

め
て
給
食
を
弐
施
L
F
Q

〆
司
令
場
令
は
第

セ
ク
タ
ん
式
以
れ
に
万
泣
ば
な
い
の

で
、
ご
理
解
町
え
た
い
r

給
食
費
r

個
人
台
一
杯
一
完
結
に
つ

ν

て
は
学
級
給
食
訟
で
人
件
費
、
北
設

整
備
費
は
設
置
者
(
町
)
か
七
一
軒
し
、

食
材
料
費
は
保
議
老
負
担
し
に
な
っ
て
い

る
の
で
計
町
で
は
、
児
童
唱
牛
徒
千

人
巧
た
り
食
に
つ
き
も
一
一
白
一
A

十
刊

程
度
で
見
積
込
つ
て
い
る
ご

農
業
に
取
組
め
る

施
葉
一
の
探
究
を

一昼間
j
負
債
農
家
八
、
の

つ
い
て
(
失
間
一
義
議
長
)

ん
五
口

1hp

一
町
長
)

h

p

昨
年
の
咋
夏
、
長

雨
等
に
よ
ゐ
w
小
和
小
成
青
木
尺
一
を
じ
じ

め
、
み
か
ん
配
品
質
低
一
ト
、
乍
乳
の
牛

産
調
撃
、
輸
入
産
物
の
培
抗
一
い
よ
る
併

特
低
迷
な
ど
、
本
町
の
農
業
所
持
の
ぶ

ち
込
み
ほ
、
子
恕
以
ト
」
に
大
き
く
、
特

に
負
債
等
を
拍
え
む
農
業
校
合
は
、

UF

志
の
状
態
に
あ
ふ
と
忠
わ
れ
る
コ

こ
の
よ
一
つ
な
状
況
の
中
、
農
業
近
仁

化
資
金
、
農
林
業
金
融
と
討
資
合
等
か



ら
融
資
を
そ
け
現
存
、
そ
の
負
債
額

が
五
百
万
円
以
土
の
大
型
負
債
農
家
は

ト
九
戸
で
あ
り
、
そ
の
殆
ど
が
本
町
異

業
を
先
導
す
る
中
核
的
農
家
で
あ
る
の

町
と
し
て
は
、
政
済
の
道
は
な
い
も

の
か
と
関
係
機
関
を
通
じ
調
査
を
し
て

い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
負
債
整
理
等
、

適
切
な
助
成
措
置
が
な
く
ご
要
皐
に

お
応
え
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か

し
、
今
後
の
農
業
振
興
に
つ
い
て
、
農

家
が
前
向
き
に
農
業
に
取
れ
組
め
ゐ
よ

う
な
施
策
を
探
究
し
て
い
き
た
い
わ

年
次
計
画
を

立
直
し
た
い

一一一一一一轍質問

質
問
:
・
件
保
育
所
の
改
築
に
つ
い
て

(
東
信
利
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
:
・
長
浜
保
育
所
を
は

じ
め
と
し
て
建
築
後
--A
十
年
が
経
過
し

た
保
育
所
は
、
適
化
法
の
関
係
も
あ
る

が
、
水
吐
い
一
連
築
の
耐
用
年
数
は
一
二
ト
五

年
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
耐
用
午
数
以

山
川
の
北
築
は
認
め
ム
れ
て
い
な
い

町
で
は
、
各
保
育
研
と
も
順
次
汲
み

取
り
式
便
所
か
ら
水
洗
便
所
へ
の
改
良

等
を
行
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
保
育
所

は
時
代
に
マ
ゾ
チ
し
た
も
の
と
は
一
行
い

難
い
状
態
に
め
る
の
で
、
今
後
は
中
長

期
的
に
人
所
定
員
の
見
直
し
を
行
い
、

抱
設
規
模
等
も
検
討
)
な
が
ら
年
次
計

阿
を
」
げ
一
て
た
い
と
考
え
て
い
る
。

改築が検討される町内の保育所

町

づ

く

7
ン
ケ
j
ト
調
査
を

質
問
・
:
宅
池
を
成
に
つ
い
て
一
一
束
信

利
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
辺
町
で
は
、
町
内
分

散
と
十
一
地
利
回
を
考
慮
し
、
町
内
数
か

所
へ
の
む
地
供
給
事
業
を
長
浜
町
総
九
円

整
備
基
本
計
画
に
組
み
入
れ
イ
お
り
、

在
地
需
安
調
査
に
う
い
て
色
、
新
年
定

に
お
い
て
一
げ
一
米
の
町
づ
く
り
づ
一
J

・7

ト
調
貨
を
実
施
し
た
い
と
考
え
一
二
い
る

の
で
、
宅
地
需
要
の
デ
t

ヤ
の
倍
洪
を

踏
ま
え
、
取
れ
つ
組
ん
や
い
一
き
た
い
3

今
後
の
司
自
に
つ
U

て
ほ
、
川
右
者
内

定
住
、
一
へ
川
流
失
防
止
、
地
域
活
性
化

の
促
進
等
の
た
め
、
上
地
利
用
調
査
を

踏
ま
え
、
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ゐ
c

今
後
に
お
け
る
定
地
佳
成
や
供
給
事
業

ぽ
行
政
、
一
豆
一
呼
型
の
み
π~

な
ノ
¥
民
間
一
品

力
の
導
人
も
期
待
し
て
お
り
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
と
考
J
ι

て
い
る
つ

農
林
業
譲
興
は

抜
本
的
な
施
策
を

質
問
:
農
林
業
振
興
策
に
つ
い
て

(
東
信
利
議
員
)

答
弁
(
町
長
了
:
農
林
業
の
振
興
策

ι
つ
い
て
は
、
同
の
新
政
策
関
連
f

一法

の
中
山
間
地
域
対
策
事
業
を
は
じ
め
，

新
、
し
い
愛
媛
農
政
推
進
事
業
等
、
国
F

県
の
補
助
事
業
を
積
極
的
に
導
入
す
る

と
と
も
に
、
後
継
者
の
育
成
、
担
い
手

の
確
保
竿
を
念
頭
に
抜
本
的
な
短
興
策

を
講
じ
た
い
と
与
え
て
い
る
の

ヂ
成
六
年
度
の
振
興
策
に
つ
い
て
は
、

第
凶
次
長
浜
町
営
農
振
興
計
画
の
積
極

的
な
推
進
を
は
じ
め
、
不
良
系
統
転
換

口
問
穐
の
区
新
を
、
主
体
と
し
た
、
み
か
ん

優
良
系
統
転
換
事
業
及
び
複
台
経
営
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
あ
る
、
十
羽
宋
し
い
れ
」

け
栽
培
振
山
県
対
策
事
業
等
を
継
続
的
に

実
施
し
て
い
き
た
い
川

ま
た
、
林
業
に
つ
い
て
は
、
長
浜
町

森
林
整
備
計
画
に
基
づ
き
一
惟
立
は
だ

場
の
同
地
化
及
び
休
業
労
務
班
の
確
保
、

育
成
等
や
一
継
続
的
に
実
施
す
る
と
と
も

に
、
体
湿
の
整
備
に
つ
い
て
も
積
極
的

に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
第
一
次
産
業
の
振
興
並
び
に

活
性
化
に
つ
い
て
は
、
ト
ペ
変
重
要
な
課

題
で
あ
る
の
で
、
今
後
と
も
各
種
関
係

同
体
と
の
連
携
を
密
に
百
六
攻
り
祖
み

、
一
手
一
行
一
っ
て
い
き
た
い
。

景
気
回
復
、

吉
主
七
こ

3
d
l
f
l
 

配
慮
し
た
予
算
編
或

質
問
@
-
a

平
成
六
年
度
の
ペ
初
予
算
に

つ
い
て
(
菊
池
儀
明
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
・
'
重
点
施
策
に
つ
い

て
は
、
生
活
関
連
道
路
の
整
備
、
港
汚

の
整
備
促
進
を
は
じ
め
、
農
休
道
-
漁

港
-
魚
礁
等
の
整
備
と
農
産
物
等
の
産

地
化
を
惟
進
す
る
一
力
、
調
業
の
活
性

化
対
策
、
及
び
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
に
伴

、
つ
調
査
研
究
、
総
九
円
的
会
福
祉
で
¥
J

夕、
i

建
設
の
調
査
研
究
、
一
ト
水
直
也
ず
の
基
本

溝
但
策
定
な
ど
が
い
十
、
庁
ら
れ
る
ι

ま
た
、
教
育
而
に
勺
い
て
は
、
教
育

地
設
の
整
備
泥
仕
也
、
生
涯
学
習
の
推
在

中
止
す
会
町
の
振
興
計
両
基
本
構
忽
に
沿
い

みかん優良系統転換事業に整備された薗地

積極的に整備が進められる町内の林道

な
が
ら
、
貯
政
の
時
計
す
浪
り
主
T

行
口
灼
に

推
進
し
て
い
き
た
ぺ

不
況
対
策
に
ふ
J

い
て
は
、
月
初
予
貨

の
中
で
景
気
同
復
、
間
の
手
川
附
応
化
に
配

慮、
J

4

~

取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
公

共
事
業
等
の
早
期
発
注

ι努
め
る
と
と

も
に
、
国
勾
田
市
の
動
向
を
見
つ
つ
補
正

P
J
J」
心

J

こ
、
二
JJフ
ア
」

A

♀
。

与
ヨ
ハ
「
J

I

J

'

ト
ν
、
L
t
J

づ

Q

不
安
材
一
料
等
を

調
査
研
究
す
る

民

間

ム

建

設

に

伴

-
f

デ

水
苅
起
に
つ
バ
一
一
一
有
地
議
町
議
員
)

答
弁
(
町
長

)
i
分
水
問
題
に
J

い

て
は
、
段
々
開
口
氏
の
け
州
市
に
直
結
す
戸

も
の
で
あ
ハ
批
評
判
川
修
b

一
三
一
を
晶
、
J

て
町
独
白
川
一
調
庄
一
汁
究
、
如
、
正
史
、
各
種

凶
体
、
竺
の
油
強
ノ
コ
を
情
一
紘
一
的
に
准
)
ム

解
決
一
九
品
汁
入
札
ゴ
士
、
つ
作
品
い
問
題
は

一主
λ
社
同
地

L
な
け
川
、
ゴ
ヘ
ナ
つ
ま
j

一け
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一般質問

私
は
、
肱
川
は
長
い
歴
史
に
わ
た
る

流
域
住
民
の
心
の
拠
り
所
、
共
通
の
財

産
、
有
限
の
資
源
で
あ
る
と
考
え
い
る
。

こ
の
ダ
ム
問
題
は
将
来
に
わ
た
っ
て
の

重
大
な
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
・

県
の
説
明
を
受
け
る
前
に
、
分
水
問
題

に
伴
、
つ
不
安
材
料
、
要
素
等
を
十
二
分

に
調
査
研
究
を
行
い
、
対
処
し
て
い
き

た
し
。ま
た
当
町
は
、
最
ド
流
の
立
場
か
ら
、

あ
る
面
に
お
い
て
は
、
町
独
自
の
協
議

会
、
委
員
会
等
の
設
置
が
必
要
か
と
考

え
て
い
る
の
で
、
議
員
各
位
に
お
か
れ

て
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
市
川
三
た
い
。

企
画
@
立
案
体
制
の

強

化

を

図

る

質
問
・
:
人
事
管
理
に
つ
い
て
(
菊
地

儀
明
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
:
・
人
事
管
理
の
適
材

適
所
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
人
事
異
動

の
根
本
原
別
で
あ
り
、
職
務
遂
行
能
力

は
、
「
ポ
ス
ト
が
人
を
作
る
」
と
一
一
一
一
?
っ

面
に
着
目
し
て
、
職
員
の
配
置
転
換
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
幅
広
い
知
識
と

迅
速
で
適
確
な
判
断
力
、
バ
ラ
ン
ス
感

覚
、
種
々
の
考
え
方
の
総
合
調
整
能
力

や
折
衝
能
力
を
養
う
た
め
、
広
範
な
職

務
を
経
験
さ
せ
る
配
置
に
努
め
て
い
る
。

勤
務
窓
欲
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
個

人
個
人
が
目
標
を
も
っ
て
職
務
に
精
励

し
、
私
が
提
唱
し
て
い
る
「
町
と
っ
く
り
」

「
皇
ご
つ
く
り
」
「
心
づ
く
り
」
と
合
致
す

る
な
ら
ば
、
そ
の
仕
事
か
ら
喜
び
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
に
お
い
て
も
、
所
管
ご
と
の
企
画
・

立
案
体
制
の
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
横

の
連
携
を
密
に
す
る
と
と
も
に
、
提
案

制
度
等
も
導
入
し
て
、
優
秀
な
頭
脳
を

十
二
分
に
伸
ば
し
て
い
き
た
い
。

効
率
の
良
い
情
報

機
器
の
活
用
を

質
問
・
:
情
報
化
に
伴
、
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
に
つ
い
て
(
菊
地
儀
明
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
:
・
住
民
の
ニ

l
ズ
が

多
様
化
し
高
度
情
報
化
通
信
シ
ス
テ
ム

が
進
歩
す
る
今
日
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
通

信
の
よ
う
に
多
種
多
様
な
情
報
を
蓄
積

し
て
、
そ
の
情
報
を
活
用
し
な
が
ら
、

更
に
新
し
い
情
報
を
蓄
積
し
共
有
す
る

こ
と
が
常
識
化
の
傾
向
に
あ
り
、
本
庁

の
通
信
情
報
シ
ス
テ
ム
計
画
に
つ
い
て

も
、
こ
れ
ら
を
含
め
て
調
査
検
討
し
て

い
き
た
い
。

本
庁
と
連
絡
所
聞
で
の
文
書
事
務
の

簡
素
化
の
件
に
つ
い
て
は
、
日
々
の
連

絡
文
書
事
務
交
換
の
必
要
度
等
を
調
査

し
、
ワ
ー
プ
ロ
通
信
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
、

そ
の
必
要
度
に
合
わ
せ
て
効
率
の
良
い

情
報
機
器
を
活
用
し
て
い
き
た
い
。

平
成
五
年
度
-
般
会
計
予
算
に
、
一

億
二
千
百
六
十
七
万
円
が
補
正
さ
れ
、

予
算
総
額
は
、
七
卜
一
億
八
千
七
卜
二
ム

万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り
で
す
。

一
農
林
水
産
業
費
}
林
道
新
設
改
良
費

と
し
て
、
一
般
林
道
大
戸
樫
谷
線
開
設

事
業
で
固
か
ら
の
追
加
割
り
当
て
内
一
不

に
伴
う
補
助
金
一
千
二
百
二
十
五
万
円
。

漁
港
建
設
費
と
し
て
、
櫛
生
漁
港
修

築
事
業
で
、
国
か
ら
の
追
加
割
り
当
て

内
示
に
伴
、
っ
事
業
費
等
一
億
二
千
二
一
百

-
二
十
九
万
八
千
円
。

一
土
木
費
}
町
道
新
設
改
良
費
と
し

て
、
県
営
港
湾
事
業
で
実
施
し
て
い
る

小
型
船
だ
ま
り
、
環
境
緑
地
に
係
る
町

道
港
町
九
号
線
の
整
備
に
伴
う
肘
地
費

三
千
万
円
。

港
湾
の
県
営
工
事
費
と
し
て
、
県
営

長
浜
港
港
湾
改
修
事
業
に
係
る
事
業
負

担
金
一
一
千
万
円
。

一
災
害
復
旧
費
}
現
年
度
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
費
と
し
て
、
昨
年
被
災
し

た
町
道
他
公
共
土
木
施
設
一
二
十
二
件
の

精
算
に
伴
、
つ
減
額
補
正
一
千
三
百
三
十

四
万
五
千
円
。

ふ
る
さ
と
a

水
と
土
地

保
全
基
金
の
設
置
、
管
理

処
分
に
関
す
る
条
例
制
定

長
浜
町
中
山
間
ふ
る
さ
と
・
水
と
士

地
保
全
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分

に
関
す
る
条
例
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
過
疎
化
、
高
齢
化
等

に
よ
り
活
力
低
ド
の
著
し
い
中
山
間
地

域
対
策
と
し
て
の
基
金
を
設
置
し
、
そ

の
運
用
益
に
よ
り
、
中
山
間
地
域
に
お

け
る
土
地
改
良
施
設
の
機
能
を
適
正
に

発
揮
さ
せ
る
た
め
の
集
落
共
同
活
動
を

支
援
す
る
も
の
で
す
。

長
浜
町
ふ
る
さ
と

公
園
設
置
条
例
制
定

長
浜
町
ふ
る
さ
と
公
開
設
置
条
例
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
「
ふ
る

さ
と
キ
つ
く
り
特
別
対
策
事
業
」
に
係
る

も
の
で
、
施
設
管
理
の
徹
底
を
図
っ
て

い
く
た
め
、
以
前
か
ら
公
固
化
し
て
い

る
白
滝
と
沖
浦
を
除
く
、
「
小
浦
リ
バ
ー

サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
パ

l
ク
」
と
「
肱
川

あ
ら
し
展
望
公
園
」
を
ふ
る
さ
と
公
園

と
し
て
設
置
す
る
た
め
に
条
例
を
制
定

し
た
も
の
で
す
。

共
葬
墓
地
使
用
及
び

使
用
料
の
一
部
改
正

長
浜
町
共
葬
墓
地
使
肘
及
び
使
用
料

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
が
{
一
止
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
正
は
、

施
設
の
維
持
経
費
の
高
騰
や
現
況
と
使

用
基
準
の
~
不
整
合
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、

今
回
改
正
さ
れ
た
も
の
で
す
。

大字
の
越同廃

議止
内

大
字
大
越
区
域
内
の
小
中
十
を
廃
止
す

る
条
例
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
土
調
査
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
に
伴
い
、
小
山
十
に
つ
い
て
は
そ

の
区
域
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
と
不
便
が
あ
る
の
で
、
廃
止

さ
れ
た
も
の
で
す
。

ふ
れ
あ
い
会
館

新

築

工

事

請
負
契
約
の
締
結
〈
変
更
〉

町
守
つ
く
り
特
別
対
策
事
業
で
進
め
て

い
る
、
長
浜
町
ふ
れ
あ
い
会
館
新
築
工

事
は
、
六
億
一
千
一
一
百
七
十
八
万
八
千

円
に
変
更
さ
れ
、
株
式
会
社
一
宮
正
務

庖
と
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
c

町
道
大
平
線

改

良

工

事

請
負
契
約
の
締
結
〈
変
更
〉

継
続
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
、
町
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道
大
平
線
の
改
良
工
事
は
、
七
千
二
百

八
十
八
万
円
に
変
更
さ
れ
、
株
式
会
社

一
宮
工
務
庖
と
請
負
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
報
酬
、
三
役

教
育
長
給
与
を
改
正

「
長
浜
町
議
会
議
員
等
の
報
酬
、
費

財
弁
償
及
び
期
末
手
当
支
給
に
関
す
る

条
例
」
、
「
長
浜
町
長
、
助
役
、
収
入
役

給
与
条
例
」
、
「
長
浜
町
教
育
長
給
与
条

例
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
昨
年
の
十

二
月
か
ら
報
酬
や
給
与
月
額
を
次
の
通

り
改
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

(
)
内
は
改
正
前
の
額
。

{
町
議
会
議
員
報
酬
月
額
一
議
長
止
一

十
五
万
七
千
円
(
二
十
四
万
七
千
円
)

マ
副
議
長
H
二
十
一
万
一
千
円
(
二
十

万
四
千
円
)

V
議
員
H
十
九
万
八
千
円

(
十
九
万
一
千
円
)

{
町
一
二
役
}
町
長
日
七
十
五
万
八
千
円

(
七
十
三
万
四
千
円
)
マ
助
役
川
六
十

二
万
円
(
六
十
万
一
千
円
)
V
収
入
役
日

五
十
七
万
四
千
円
(
五
十
五
万
七
千
円
)

一
教
育
長
一
五
十
四
万
二
千
円
(
五
十

二
万
六
千
円
)

特
別
職
@
教
委

農
委
の
報
酬
も
改
正

長
浜
町
特
別
職
職
員
、
同
教
育
委
員

会
委
員
、
同
農
業
委
員
会
委
員
等
の

「
報
酬
及
び
費
用
弁
償
」
の
一
部
を
そ

予算の使いみち

で予ぃ 一一二二二二

て雪 l全般的な特徴|
蓄の会当 特の予を
ど(計初※徴生算注新
占 の予文をじにぐし
厄 日算中また比事い
る)的とのともべ業事
同内別の%めのてで業
費の費比はてな大前や
口%日較、みどき年
のは別。前手、く度特
割、総:一年上二そ変当に
合同額般度/もの化初力

一
般
行
政
経
費
は
、
特
別
な
も
の
を

除
き
、
抑
制
し
て
い
ま
す
が
、
「
町
守
つ

く
り
・
里
づ
く
り
・
心
づ
く
り
」
な
ど

住
民
生
活
に
直
結
し
た
事
業
や
産
業
振

興
対
策
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
組

み
込
ん
で
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
前
年
度

比
四
・
一
%
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
性

質
別
で
は
、
建
設
事
業
が
同
総
額
の
二

二
・
一
二
%
を
占
め
、
経
常
経
費
は
前
年

度
比
五
・
二
%
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

れ
ぞ
れ
改
正
し
て
、
今
年
の
四
月
一
日

か
ら
報
酬
を
次
の
通
り
改
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
(
)
内
は
改
正
前

の
額
。
{
監
査
委
員
報
酬
年
額
一
議
員
か
ら
選

任
さ
れ
た
委
員
川
二
十
二
万
円
(
二
十

一
万
六
千
円
)
マ
学
識
経
験
者
委
員
H

二
十
六
万
六
千
円
(
二
十
六
万
一
千
円
)

{
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
}

委
員
長
H
五
万
五
千
円
(
五
万
四
千
円
)

V
委
員
U
四
万
八
千
円
(
四
万
七
千
円
)

{
教
育
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
}
委
員

長
け
二
十
八
万
四
千
円
(
二
十
七
万
八

千
円
)
マ
委
員
日
二
十
五
万
二
千
円

(
二
十
四
万
七
千
円
)

{
農
業
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
}
会
長
け

二
十
二
万
一
千
円
(
二
十
一
万
六
千
円
)

景気器揚に配虚した

堅実型予算に

V
会
長
代
理
U
二
十
万
一
二
千
円
(
十
八

万
二
千
円
)

V
委
員
日
十
八
万
六
千
円

(
十
八
万
二
千
円
)

固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
に

上
川
高
敏
氏
を
選
任

一
日
で
同
委
員
の
任
期
が
満
了
と
な
る

た
め
、
後
任
委
員
に
長
浜
の
上
川
高
敏

氏
(
六
六
)
を
選
任
、
議
会
の
同
意
を

求
め
た
結
果
、
満
場
一
致
で
同
意
さ
れ
、

長
浜
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に
決

ま
り
ま
し
た
。

委員に選ばれた土川さん

人
権
擁
護
委
員
に

黒
田
さ
ん
@
菅
さ
ん

こ
の
た
び
、
一
月
ト
五
日
付
け
で
長

浜
の
黒
田
進
さ
ん
(
六
八
)
が
、
二
一
月

十
五
日
付
け
で
ド
須
戒
の
菅
幸
子
さ
ん

(
六
二
が
、
法
務
大
臣
か
ら
当
町
の

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

長
浜
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

金
橋
通
朝
氏
は
、
平
成
六
年
三
月
三
十

平成 6年度当初予算
平成 6年度の当初予算が、次の通り

決まりました。(%は前年度当初予算

との比較)

[一般会計1
49億 871万円 (4.1%増)

I国民健康保険特別会計1
9億 2，719万5千円 (0.7%減)

{国民健康保険直営診療所特別会計]

1，178万3千円(10.0%増)

[港湾施設事業特別会計]

1，823万9千円 (3.3%増)

I簡易水道事業特別会計1
5，782万5千円 (0.1%減)

[住宅新築資金等貸付事業特別会計1
3，150万4千円 (7.5%減)

[老人保健特別会計l
12億 2，423万3千円 (8.5%減)

I水道事業会計]
収益的収支予定額 21:意3，654万円
資本的収入予定額 O円

資本的支出予定額 5，139万6千円

[工業用水道事業会計l
収益的収支予定額 3，196万5千円

資本的収入予定額 O円

資本的支出予定額 730万6千円
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予算の使いみち一一一一一

総務費

一
扱
管
理
・
文
章
口
・

広
報
尋
布
線
放
送
電

話
・
財
産
管
理
・
企
劃

甑
・
事
務
連
絡
・
生
税

活
行
政
北
何

進

撃

刊

一
戸
籍
住
民
刑

登
録
・
選
川
川

挙
な
ど
に

使
、
つ
お
八
ょ

の
こ
と

町
づ
く
り

立
識
調
査
な
ど

文
主
白
書
且
は
、
コ
ピ

l
及
び
市
刷
機
等

の
リ
1
ス
料
等
四
百
五
万
一
千
円
。

広
報
広
聴
費
は
、
広
報
な
が
は
ま
発

行
経
費
等
三
百
七
十
五
万
円
。

有
線
放
送
費
は
、
施
設
の
維
持
管
理

署
一
等
二
一
千
三
百
十
八
万
二
千
円
。

財
産
管
理
費
で
は
、
庁
舎
な
ど
の
管

理
及
び
各
基
金
の
積
立
金
な
ど
四
千
七

百
八
十
一
万
五
千
円
。

企
両
費
で
は
、
町
内
公
共
施
設
等
の

総
合
的
な
調
査
委
託
料
一
千
百
五
十
万

円
。
町
内
三
路
線
の
過
疎
パ
ス
補
助
金

六
百
三
十
五
万
円
。
離
島
航
路
補
助
令

と
し
て
長
浜
青
島
航
路
に
八
百
七
十
八

方
王
千
円
。

町
一
つ
く
り
対
策
費
で
は
、
町
、
つ
く
り

委
員
会
補
助
金
一
ニ
百
十
五
万
円
。
塁
手
つ

く
り
補
助
金
二
百
万
円
。
地
域
絵
画
展

開
催
委
託
料
二
百
五
十
万
円
。
白
滝
堤

防
河
川
敷
環
境
整
備
等
工
事
費
一
千
二

十
万
円
。

電
算
管
理
費
で
は
、
電
算
機
器
リ
ー

ス
及
び
保
守
料
等
四
千
八
百
六
十
六
万

円。
土
地
対
策
費
で
は
、
用
地
取
得
に
係

老
人
相

祉
・
児
童

¥

ぺ

区

福

祉

・

身

劃

f
黙
阿
物
費
体
障
寄
者
即

時
司

6
9
4
:楕
祉
・
母
川

崎
惇
レ
ヨ
錨
/
か
で
二
子
福
祉
・
刊

ヨ
イ
民
星
金
調

〆

平

時

災

害

政

助

叫

な
ど
に
使
側

、
つ
お
金
の

1

と

計
一
岡
市
一
円
に
基
づ
く
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

社
会
福
祉
関
係
で
は
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
補
助
金
と
し
て
一
イ
ピ
一
百
八

十
五
万
五
千
円
。
重
度
心
身
障
害
者
医

る
事
務
費
六
十
二
万
四
千
円
。

ま
ち
守
つ
く
り
特
別
対
壮
一
盗
事
業
費
で
は
、

ふ
れ
あ
い
会
館
に
必
要
な
備
品
購
入
費

二
下
一
二
肖
三
十
九
万
円
。

戸
籍
住
民
登
録
費
で
は
、
二
千
八
百

五
十
二
万
二
千
円
を
計
上
。

選
挙
賀
で
は
、
町
長
選
挙
、
県
知
事

選
挙
費
等
一
千
百
九
十
六
庁
九
千
円
。

統
計
調
査
関
係
で
は
、
農
業
七
、
J

サ

ス
な
ど
に
必
要
な
経
費
一
二
一
-
白
一
一
十
凶
万

円。療
扶
助
費
に
一
千
八
百
六
十
四
万
二
千

円
。
砂
子
及
び
零
歳
用
医
療
扶
助
費
に

八
百
万
八
千
円
。
乏
人
保
健
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
じ
千
百
九
十
八
万
五
千
円
。

こ
の
ほ
か
、
国
保
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
に
四
千
八
十
二
万
一
千
円
。

老
人
福
祉
に
つ
い
て
は
、
ー
住
宅
福
祉

の
充
実
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

1
の

設
置
委
託
料
と
し
て
一
一
一
千
六
十
三
万
九

千
円
。
荘
た
き
り
老
人
の
在
宅
介
護
背

に
対
し
、
介
護
手
当
と
し
て
一
一
一
百
万
川
c

ま
た
、
独
居
老
人
緊
急
通
報
装
置
の

設
置
に
伴
う
管
理
委
託
料
三
十
一
万
コ
一

千
円
。
老
人
ホ
i
ム
人
所
措
置
に
対
し
、

施
設
へ
措
置
費
を
支
弁
す
る
老
人
保
護

措
買
委
託
料
六
千
六
百
七
十
二
一
万
二
千

円
を
計
上
。
高
齢
者
年
金
は
、
一
二
百
三

卜
八
万
円
。
敬
老
会
、
金
婚
式
関
係
に

じ
百
十
四
万
五
千
円
を
計
上
。
老
人
ケ

ラ
ブ
育
成
費
に
百
一
一
十
六
万
九
千
円
。

特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
負
担
金
と
し
て

四
百
十
九
万
四
千
円
。

今
年
度
は
、
老
人
保
健
福
祉
計
画
書

が
出
来
上
が
り
、
今
後
は
こ
の
計
画
に

基
づ
き
、
乏
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

鬼
竜
福
祉
関
係
は
、
児
竜
手
当
千
七

百
十
五
万
円
。
保
育
所
費
-
一
最
九
千
八

百
五
十
二
万
七
千
刊
を
計
上
。

ま
た
、
長
浜
乳
間
保
育
所
へ
の
措
崖

委
託
料
六
千
四
十
六
万
八
千
円
を
計
上
。

身
体
障
害
者
福
祉
関
係
は
、
身
体
障

害
者
更
生
援
護
施
設
へ
の
入
所
措
置
委

託
料
を
千
丘
百
六
十
五
万
二
一
千
円
、
更

生
医
療
、
補
装
具
の
給
付
費
を
一
二
百
四

十
四
万
円
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
重
度
身
体
障
害

者
日
常
生
活
用
具
の
給
付
費
及
び
住
宅

整
備
事
業
補
助
金
と
し
て
、
八
十
川
万

円
を
計
上
。

地
方
改
善
対
策
費
は
、
地
区
の
環
境

改
善
及
び
地
域
福
祉
の
向
上
を
図
る
た

め
、
道
路
改
良
や
墓
地
移
転
事
業
等
を

行
、
つ
ほ
か
、
負
担
金
、
補
助
金
な
ど
合

わ
せ
て
一
億
四
千
六
百
九
十
二
万
二
千

円
を
計
上
。

隣
保
館
費
は
、
隣
保
館
活
動
運
営
費

と
し
て
一
千
じ
百
七
十
一
一
一
万
九
千
円
。

同
民
年
金
事
務
費
は
、
償
収
手
数
料

な
ど
合
わ
せ
て
一
千
五
百
七
十
六
万
六

千
円
。

衛生費
こおに理ご害般衛
と金使なみ'i!・生保
のうど処一公全健
4億316万9千円 (3.4%減)

健
康
相
談
、
保
健
指
導
の
拡
充

機
能
訓
練
(
リ
ハ
ビ
リ
)

教

窒

の

開

始

生

ご

み

処

理

容

器

購
入
等
に
補
助
継
続

保
健
関
係
で
は
、
新
た
に
始
め
る
機

能
訓
練
(
リ
ハ
ビ
リ
)
教
室
に
十
三
万

一
一
千
川
。

成
人
病
対
策
費
と
し
て
成
人
病
健
診
、

が
ん
検
診
等
の
委
託
料
一
千
四
百
四
十

一
万
八
千
円
を
計
上
。
寝
た
き
り
色
人

訪
問
指
導
に
在
宅
保
健
婦
を
派
遣
し
指

導
の
拡
充
を
図
る
こ
と
に

L
て
い
ま
す
。

出
海
、
櫛
宅
、
豊
茂
の
各
診
療
所
の

湾
一
営
費
は
、
合
わ
せ
て
七
千
六
百
四
十

九
万
-
一
千
円
一

J

環
境
衛
生
費
で
は
、
野
犬
対
策
と
し

て
不
用
犬
買
上
費
十
二
万
五
千
円
、
青

海
霊
軍
国
造
成
事
業
費
の
年
賦
金
千
七
百

一
一
十
万
円
。

葬
祭
施
設
費
で
は
、
老
朽
化
し
た
火
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葬
場
の
改
装
や
設
備
改
良
な
ど
の
工
事

費
に
八
百
万
円
、
火
葬
業
務
、
葬
儀
車

運
行
業
務
等
の
妥
託
料
に
五
百
二
十
五

万
五
千
円
。

心
害
対
策
費
で
は
、
川
や
海
の
水
質

調
交
を
引
き
続
き
行
、
つ
た
め
の
委
託
料

二
fH
八
十
一
万
六
千
円
υ

昨
一
芥
処
理
者
一
で
は
、
大
洲
市
・
長
浜

町
環
境
セ
ン
タ
ー
負
担
金
六
千
五
十
二

万
円
の
ほ
か
、
不
燃
物
処
理
業
務
、
ご

み
収
集
業
務
等
委
託
料
に
二
千
三
百
七

万
五
千
円
。

農林水産業費
おに係漁林

金使な業業壁
のうど関・;

4j意9，959万1千円 (30.8%減)

こ
と

予算の使いみち

み
か
ん
優
良
系
統
転
換

事
業
の
実
施
な
ど

農
業
委
民
会
費
は
、
農
業
者
の
地
位

山
ト
と
由
民
肘
地
の
有
効
利
用
推
進
の
た

め
の
委
員
会
川
副
普
反
び
、
農
地
調
整
、

農
山
地
利
用
集
柏
市
行
業
な
ど
の
経
費
一

千
四
百
一
万
一
千
円
を
計
上
。

農
業
振
興
費
は
、
新
規
事
業
と
し
て

さ
ら
に
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
資

源
ご
み
回
収
活
動
奨
励
金
制
度
、
生
ご

み
処
理
容
器
設
置
伐
補
助
制
度
の
補
助

金
百
十
五
万
円
等
ム
n
わ
せ
て
九
千
五
十

一
万
一
千
川
を
計
仁
り

し
尿
処
埋
智
一
は
、
大
川
川
喜
多
衛
生
事

務
組
合
債
引
八
木
一
千
九
百
五
十
万
円
を

計
上
。こ
の
は
か
、
国
保
直
診
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
、
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
、
補
助
金
等
に
一
億

三
百

1
二
万
二
千
円
。

大一ド
j
鰹
谷
支
線
の
開
設
事
業
費
な
ど

一
一
千
二
百
九
万
一
一
千
円
を
計
上
。

水
産
振
興
費
は
、
漁
業
の
振
興
を
凶

る
た
め
の
漁
場
整
備
、
稚
魚
H(
の
中
間

育
成
、
放
流
、
漁
業
施
設
の
整
備
に
要

す
る
補
助
金
等
九
百
四
万
円
を
計
L
L

ま
た
、
基
盤
整
備
事
業
と
し
て
、
水

産
業
地
域
改
善
対
策
事
業
、
沿
岸
施
場

整
備
開
発
事
業
に
よ
り
、
築
い
そ
、
魚

礁
を
設
置
す
る
た
め
に
要
す
る
事
業
費

九
千
八
百
十
三
万
五
千
円
を
計
上
。

漁
港
関
係
は
、
櫛
比
漁
港
及
ぴ
沖
浦

漁
港
川
部
改
良
事
業
と
各
漁
港
の
維
持

管
理
費
を
合
わ
せ
て
一
憶
し
八
千
九
百
万

九
千
円
を
計
上
。

菌
床
し
い
た
け
法
培
振
興
対
策
事
業
ぷ

ぴ
、
温
州
み
か
ん
防
除
施
設
モ
デ
ル
困

設

置

事

業

を

実

施

す

る

と

共

に

、

継

続

道

路

・

事

業

と

し

て

、

柑

橘

品

質

向

上

を

日

的

港

山

・

下

跡
一』
v

一

一

「

%

と
し
た
、
み
か
ん
優
良
系
統
転
換
対
策
如
く
く

p
p
費

水

道

-
U
U

事
業
、
柑
一
国
産
地
再
編
整
備
事
業
等
い
い
長
ど

ρ主
一

災

住

宅

け

対
す
る
補
助
金
及
び
各
種
協
議
会
負
担
一
月
芳
旬
、
木
管
理
・
品

事
一
千
二
百
四
万
七
千
円
を
計
上
。

f
Y
2町
一
一
二
通
安
全
施
仰

林
業
振
興
費
は
、
し
い
た
け
の
生
産

J

~

¥
ゴ

設

な

ど

に

駅

振

興

を

凶

る

た

め

、

し

い

た

け

生

産

活

使

、

つ

お

金

4

性

化

対

策

事

業

、

林

内

作

業

車

道

開

設

の

こ

と

事
業
等
を
実
施
す
る
と
共
に
、
有
害
鳥

獣
駆
除
事
業
、
円
引
の
少
年
団
育
成
事
業

等
に
対
す
る
補
助
金
及
び
、
J
-

年
に
一

回
開
催
す
る
林
業
禁
り
に
対
す
る
補
助

金
等
八
百
二
十
八
万
五
千
川
を
計
上
れ

基
盤
時
予
備
事
業
は
、
県
費
補
助
事
業

を
導
入
し
林
道
整
備
を
行
う
も
の
で
、

叶
松
j
足
山
線
の
ほ
か
滝
上
j
上
尾
線
、

町
内
早 幹
期
線整骨

世語
、、の
と

国
や
県
の
補
助
な
ど
を
活
別
し
て
道

路
整
備
を
行
う
も
の
で
、
こ
の
、
っ
ち
同

道
大
手
線
、
柿
ノ
久
保
線
は
国
庫
補
助

事
業
で
、
石
堂
一
U
V

一
柳
線
な
ど
五
線
を
県

補
助
事
業
で
実
施
c

ま
た
、
町
道
及
び
川
川
、
下
水
道
等

の
維
持
油
修
に
要
す
る
費
用
、
並
ぴ
に

交
通
安
全
施
設
事
業
と
し
て
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
、
標
識
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
!
の
設

置
費
な
ど
を
計
上
。

鶴崎鎚飴

災害復旧費
のに!日た災
こ使寸(か害

とうる月斤を
おたを受
金め復け

1千円 (100.0%減)

予
算
の
項
H
設
定
の
た
め
計
上
。

教育費

学
校
教

育
・
社
会
劃

教
育
の
全
腕

般
に
使
う
川

お
金
で
公
円

民
館
・
保
市

健
体
育
白
川

な
ど
の
費
節

用
も
含
ま

れ
ま
す

柴
小
学
校
屋
内

運
動
場
建
設
な
ど

新
規
事
業
と
し
て
、
柴
小
学
校
屋
内

運
動
場
の
建
設
を
始
め
、
学
校
、
社
会

教
育
施
設
の
整
備
充
実
及
び
文
化
事
業
、

生
涯
学
期
間
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
青
少
年

の
健
全
育
成
、
川
和
教
育
、
青
年
海
外

派
遣
研
修
、
国
際
交
流
事
業
に
要
す
る

経
費
な
ど
を
計
上
。

司 r..r_r-I

鑑
商工費
二十:.3二 イ不在民

金 1'1:う光業
σ~) どは;

1億7.995方向 i4.6%増 j

) 

)--

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作

成

な

ど

商
工
業
等
の
振
興
費
と
し
て
晶
一
ム

会
が
行
う
事
業
等
に
対
す
と
補
助
金
、

中
小
企
業
振
興
資
金
の
亦
託
金
、
外
灯

の
修
繕
費
、
企
業
立
地
奨
励
金
詐
に

億
七
千
四
十
一
万
八
千
川
手
一
計

観
光
、
公
園
管
理
費
と
1

二

間

光

協
会
へ
の
補
助
金
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
作
成
費
、
及
び
白
滝
公
園
等
の
維

持
管
理
費
に
九
百
五
十
二
万
二
千
円
を

一司上。

議時→)

防費
U ソ、

イす- r7:. s'方
，+火

Jコグ[¥;方
1j意4，436方8千円 (20%減)

W

宵

金

約

、、，，，

大
洲
地
恒
広
域
消
防
事
務
組
合
負
担

金
な
ど
を
計
上
。
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物予算の使し¥みち一一一一一九

払
口
百
円
ムコ品一一歩r札
費八一一品議費イ動労

;f3 ，二 ーミ
J主主 f史三{室町jー
の λ /) 主主 言義

7，380万4平円 (2，8%減)

おめ増の
主主に進福勤
σコf吏 σコ干止 '}J
こう七の一左手

'~76Jう 6千円(24，0%増)

勤
労
者
体
育
セ
シ
ゲ
費
ご
し
て
、

青
理
逗
営
に
要
す
る
は
刊
げ
を
計
よ
。

九
h
川川創世mh

 

.---; 

畦長安

費イ量公予備費

{吏自勺てに
--- ~じ1 '" df，コ宇、
三 β 肖る蚕ら
に弓ちか

i ，500万円

η~ ノ'- ¥こ υ一:
二 1斉/じれ f昔三事
と令山たりめ業

')1意2，780万8千円 (54%増)

国民健康

保倹
9億2，7'9万5平円

令
官
宇

佐
J
J
J
v

i
(

〓一伊¥

被
保
険
者
数
が
前
年
度
ょ
っ
一
市
七

%
減
の
四
千
へ
百
八
十
八
人
、
と
会
ふ
見

ス
ミ
あ
る
か
?
?
算
総
摂
は
(
い
・
七

%
ハ
ノ
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ぷ
担
額
の
九
一
+
一
%
ア
医
療
費
で
、

一
校
被
保
険
者
(
老
人
該
当
者
を
除
ノ
¥
)

↑
ー
ヘ
ー
一
一
一
ハ
に
医
療
費
ぽ
e

一午、ふいは術

の
古
町
一
千
文
叱
与
に
一
言
約
十
八
一

1
一
千
円

レ
一
前
年
度
よ
り
二
・
一
二
%
増
が
見
込

ま
れ
、
国
保
財
政
は
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
叶
保
財
政
の
健
全
な
運
営

を
図
ふ
一
一
一
め
、
一
層
川
一
保
制
度
を
理
解

し
て
頂
ノ
乙
f

一1
こ
も
に
ヘ
健
寮
相
談
ー
食

生
活
北
寺
増
革
、
陸
自
市
ま
つ
り
也
?
の
保

健
一
品
設
事
業
を
推
峠
位
一
J

て
ゆ
/
¥
ミ
て
に

し
て
い
ま
す
の

~J r呆直営
会:)京所(青島)
178万3千円

百
一」
l

こ
山
人
日
減
少
に
よ

り
、
受
診
者
も
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
診
療
収
入
の
増
収
は
望
め
ず
国
F

県
か
ら
力
運
言
補
助
念
と
般
公
け
ゐ

ら
の
に
よ
り
運
営
し
て
い
主
」
q

1呆健
121意2，423-方3芋円

J
J

十一乙一
す
一
川
県
予
算
の
九
九
‘
-
〕
O

ゾ
医
療
費

で
J
d

〉
予
算
総
額
ほ
、
F

一川
J

一
文
よ
り
増

加
、
)
て
お
パ
リ
、
一
人
町
一
(
一
川
医
療
貨
屯

寸
前
一
は
、
約
六
十
丘
一
ケ
一
一

L
1
〆
な
っ
て

(
ぜ
ま
す
J

老
人
保
健
医
療
乏
給
者
は
、
前
年
立

よぺ
P

今

3

六
%
増
の
平
八
八
vHL
、
卜
人
と

な
Q

見
込
で
、
今
後
の
高
齢
化
社
会
に

対
応
し
で
い
く
た
め
一
ー
円
老
人
保
健
事

業
等
の
せ
光
に
匂
こ
〆
」
心
し
で
J

ま
す
む港湾施設事業

¥ ，823万9千円

f撞

港
前
施
設
持
コ
埋
の
た
め
、
千
八
一
白

二
ト
ム
ニ
万
弘
子
川
を
計
と
し
て
い
ま
寸
。

金
p
t

資

言

明

嶋
一
町
一
川

市
貸
別

宇
一
等
丸

ハ一盛
件
計
上
、
手
、
い
ま

F
c

:寄易水!自事業

ヨ，782li5平岡

晴
間
易
水
清
一
d

烈
一
(
ア
て
い
ま
す

ヘ市

w
d

k
m
d
 

水道事業

(頭書の通川)

物

今
年
度
も
徹
底
し
た
漏
京
剖
十
五
を
実

施
し
、
布
収
率
の
向
上
に
努
め
る
と
4
1

に
動
力
費
等
諸
経
費
の
節
減
を
行
、
つ
}

と
に
よ
り
、
経
営
の
安
定
を
圏
、
η
ま
す

工業用
水道事業
(頭蓄の通り)

向
山

一
日
使
用
水
量
が
一
二

f
一
一
百
立
ト
イ

m
の
契
約
水
量
で
、
現
存
一

二
一
社
に
弔
氷
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

町
1 報
;輿

事
異
動

)
均
三
沼
迂

一
総
務
課
}
“
二
一
瓜
九
四
芝
、
ぺ
い
し
二
鳥
川
口

以
よ
説
務
課
)
一
妻
美
委
員
会
一
日

よ
裕
重
(
経
済
課
一
一
託
会
教
育
課
}

枝川十半島県「「
J

一
注
児
課
γ

ヴ
長
白
山
保
育
呪

一
児
工
、
一
智
代
(
叶
間
ド
一
司
一
出
i

野
へ
手
代

一
大
和
保
)
一
日
低
保
L

一
円
一
介
}
菊
池
六
一

こ
子
(
豊
安
保
)
に
¥
丹
十
一
γ
下
、
澗
崎
む

智
子
(
以
一
¥
長
浜
保
)
払
川
九
慌
た
子

(
品
ノ
町
保
J

一
小
川
好
恵
(
十
和
u

t

{

働
生
保
育
所
一
吹
春
ふ
ね
一
r
f
(
川
内
浦
河
川
)

{
大
和
保
育
所
}
山
事
直
一
量
一
大
(

p

円
滝
深
J

宮
本
部
一
γ
(
ヨ
滝
深
)

づ、

議弔

ま
す

総
務
課
守
将
池
裕
司
J

調
整
課
砂
高
橋
直
人
(
長
，
d
↑

吋
策
予
一
竹
し
4
4芯
(
曲
豆
、
一

課
一
川
本
康
一
弐
(
長
浜
)
一

Y
F

へ
沖
宝
丈
(
イ
j

賀
茂
J

マ

地
保
守
~
噌
t
一問
J

つ
片
面

(

J

山川地

ノ

Z拘

直
言舌

汚職
ま

紘
務
課
長
・
高
橋
克
マ
会
計
室
長
・
ー
ペ

崎
一
義
マ
総
務
課
C
L

降
一
前
大
野
泰
い
り

マ
桂
済
課
事
務
専
門
員
・

白
尾
峠
育
所
、
い
に
注
調
理
買
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年
金
受
給
権
者
が

死
亡
し
た
と
き
は

速
や
か
に
届
出
を

一一一一一年金関係ほか

国
民
年
会
や
厚
生
年
金
を
受
け
て
い

る
方
が
死
亡
し
た
時
は
、
役
場
に
提
出

す
る
死
亡
届
と
は
別
仁
〔
午
金
乏
治
権

者
死
亡
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
の
届
出
を
忘
れ
た
り
、
日
山
が
い
世

れ
る
と
、
後
日
、
遺
放
の
方
か
ら
受
け

収
り
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
年
金
の
全
額

ま
た
は
一
げ
山
を
お
返
し
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
に
ご
一
一
日

志
く
だ
さ
い
ペ

ま
た
、
二
つ
以
上
の
年
会
を
受
け
る

権
利
を
持
っ
て
い
る
十
々
が
、
死
亡
し
た

時
は
そ
れ
ぞ
れ
の
年
令
に
つ
い
て
、
届

出
が
必
要
で
す
の
で
、
年
金
を
J

一
党
り
て

い
る
む
が
死
亡
し
た
時
は
、
速
や
か
な

日
刊
を
お
願
い
し
ま
す
り

な
お
、
国
民
年
金
を
一
一
三
け
て
い
る
方

μ
位
場
の
国
民
年
金
係
、
厚
生
年
金
・

船
員
保
険
を
受
け
て
い
る
方
は
れ
全
保

険
事
務
所
に
届
出
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
加
入
を

れ

ず

亡
む

什
本
に
住
む
一
一
十
段
以
上
六
十
歳
未

満
の
ん
は
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
学

生
の
方
も
て
十
歳
に
な
っ
た
ら
同
民
作

会
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
い
ま
す
。

学
生
の
背
さ
ん
、
学
生
の
い
ら
っ
し
ゃ

る
ご
友
肢
の
皆
さ
ん
、
国
民
年
金
の
加

入
手
続
き
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
り

手
続
き
を
忘
れ
た
り
、
手
続
き
が
遅

れ
る
と
、
年
を
と
っ
て
か
ら
受
ぽ
収
る

老
齢
基
礎
年
余
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

場
令
に
よ
っ
て
は
、
年
金
を
一
受
け
取
れ

な
く
な
る
場
介
も
あ
り
ま
す
ハ

犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
は
、
毎
年
一

同
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

/ 

ま
た
、
交
通
事
故
や
レ
ジ
ャ
ー
中
川

事
故
な
ど
で
、
障
害
の
状
態
に
な
(
J

た

場
ム
円
の
障
害
基
礎
年
金
も
交
け
取
れ
な

く
な
り
ま
す
r

誰
に
で
も
訪
れ
る
老
後
と
万
が
-
の

た
め
に
緒
討
に
必
む
な
国
民
年
金
で
す
J

学
生
の
諸
問
さ
ん
、
品
j

生
の
い
ら
っ
し
ゃ

る
ご
家
放
の
皆
さ
ん
、
一
一
十
歳
に
な
っ

た
ら
忘
れ
ず
に
住
民
盆
録
を
し
て
い
り
一
ω

市
町
村
役
場
で
国
民
年
金
の
加
入
手
杭

き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
、
去
る
四
月
十
四

U
と
十
五

日
に
集
問
託
銀
と
予
防
注
射
を
行
い
ま

し
た
が
、
パ
十
校
九
十
日
以
上
で
な
録
L
」

注
討
を
し
て
い
な
し
い
犬
を
飼
わ
れ
て
い

る
方
は
、
五
月
十
一
一
一
日
に
も
各
連
絡
所

で
佐
川
盃
録
と
注
射
を
行
い
ま
す
の
で
、

必
ず
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
役
場
生
活
環
境
深
雪
て

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

犬
は
愛
情
と
責
任
を

持
犬
は
人
間
と
と
も
に
何
千
年
も
一
緒

に
叫
ん
し
、
今
で
は
、
ベ
叶
ト
と
し
て

飼
わ
れ
て
い
ふ
家
庭
も
少
な
〈
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
、
交
玩
動
物
と

L
て
で
は

な
く
、
友
達
や
家
族
と
し
て
愛
伯
と
責

任
を
持
っ
て
飼
、
つ
こ
と
が
制
ド
、
γ

工の

凶 4島町 ..  阿揖』鴨"

L
f
じ
こ

7
i

一
三

1
7乞
ね
」
半
/
、
わ
誌

で
や
一
台
一
と
が
、
丈

一
干
し
一
で
あ
れ

cム

，1 
~ 

ノ

グ持
つ
こ
と
だ
と
二
日
ん
ま
す
〈

ま
た
、
社
会
に
は
ι
人
の
十
山
手
な
人
宅

多
¥
い
ま
す
d

B

散
す
一
主
計
斗
わ
が
川
川
副

だ
か
ら
と
欣
)
飼
い
ト
一
一
一
l
b

い
一

r
・ア一

;
イ
〆
/
一
ー
一

7
v
j
/

一一

f
h

午

グ

二

す

U
J
J

町一義
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町
子
つ
く
り
委
員
会
ス
タ
ー
ト

編
設
立
総
会
に
西
十
人

長

に

ニ

富

増

男

畏

間づくり委員会ー一一一一

一
二
月
イ
ム
川
、
町
体
育
館
大
ホ
1
ル

で
長
一
川
町
町
づ
く
り
委
員
会
の
再
編
設

立
総
会
が
開
催
苫
れ
、
来
賓
・
町
関
係

者
、
会
員
ム
円
わ
せ
て
約
四
十
人
が
出
席

し
主

L
た
o

u

合
会
で
は
、
町
づ
く
り
に
意
欲
溢
れ

る
会
員
が
多
数
出
席
す
る
山
て
し
い
川
町

長
が
「
信
条
で
あ
る
町
・
虫
・
心
づ
く

り
を
基
本
委
勢
と
し
、
人
間
性
を
念
頭

に
お
い
て
心
を
ん
切
に
し
た
町
政
を
推

進
す
る
中
で
、
皆
さ
ん
の
熱
意
と
売
官

は
大
変
心
強
い
。
今
後
、
同
会
の
益
々

の
発
展
と
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。
」

と
祝
計
を
述
、
べ
た
後
、
平
成
六
年
度
事

業
計
画
及
び
予
算
の
本
落
、
役
員
選
任

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
役
員
選
任
パ
~
は
、
会
長
に
二

百
増
男
氏
(
一
一
一
八
)
、
副
主
長
に
熊
野

強
氏
(
五
一
)
、
山
本
巧
氏
(
二
一
九
)
、

大
成
山
一
旦
功
氏
一
間
じ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
満

場
-
致
で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
く
再
編
さ
れ
た
刷
会
の
事
業
計

画
及
ぴ
予
算
と
会
員
の
諸
国
き
ん
を
次
の

と
お
り
沼
介
し
ま
す
c

夢
¥
り
部
会
活
動

再編設立のため聞かれた町づくり委員会

町
づ
く
り
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、

将
来
の
長
浜
町
の
夢
づ
く
り
を
目
標
仁

次
の
活
動
を
打
う
。

小
川
広
報
活
動
i
町
つ
く
り
の
情
報
を

町
民
全
戸
に
配
布
す
る
。
②
情
報
、
不
ソ

ト
ワ
l
ク
活
動
;
・
凶
体
・
個
人
の
持
っ

て
い
る
ま
九
九
J

く
り
に
関
す
る
情
報
を

集
め
、
町
民
共
有
の
慰
圧
と
す
る
。
③

パ
ソ
コ
ン
通
信
活
動
・
:
各
積
防
報
を
誰

と
で
も
自
由
に
交
流
で
き
る
パ
ソ
コ
ン

涌
一
一
隔
を
実
施
す
る
。
必
小
冊
子
発
行
・

学
科
会
活
動
:
会
員
九
白
が
、
興
味
の

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
み
ん
な
で
学
習
し

な
が
ら
、
一
年
間
で
「
私
は
、
長
浜
を

下
一
ん
な
町
に
し
て
み
た
い
」
と
一
一
二
日
っ
た

夢
の
あ
る
内
寄
の
小
冊
子
を
発
行
し
、

広
く
町
民
に
見
て
も
ら
う
。

一
部
会
長
一
二
宮
増
男
(
戒
川
)
一
部

員
一
小
西
澄
忘
(
柴
)
武
元
幸
yγ
、
金

沢
幸
己
、
日
高
山
女
、
小
谷
宮
町
美
恵

(
以
上
長
一
点
)
渡
辺
正
二
久
保
正
人
、

上
満
徹
(
以
L

し
白
滝
)
久
保
典
夫
(
戒

川
)
尾
上
礼
子
、
松
附
清
子
(
以
上
下

須
戒
)
木
村
明
夫
、
大
野
茂
久
、
大
本
昭

裕
(
以
よ
豊
茂
)
津
田
礼
子
(
今
坊
)

垣
見
正
志
(
沖
浦
)
漬
上
忠
泰
(
仁
久
)

会長に選任されたこ宮氏

各
地
域
の
時
境
美
化
を
支
援
す
る
。

一
部
会
長
}
熊
野
強
(
山
花
)
{
部
員

}
清
水
禎
子
(
白
滝
)
宮
本
増
憲
(
戒

川
)
兼
高
寛
子
、
小
西
貫
一
(
以
上
豊

茂
)
昨
ユ
ク
子
(
下
須
戒
)

イ
ペ
シ

町
の
活
性
化
と
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
性

ぴ
に
知
名
度
ア
ソ
プ
を
図
る
。

①
夏
の
イ
ベ
ン
ト
・
白
滝
滝
祭
り
等

を
支
援
す
る
。
②
新
規
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
及
、
ぴ
嗣
査
研
究
活
動
を
行
、
っ
。
③
長

浜
町
観
光
案
内
板
の
設
置
を
行
う
。
④

各
種
団
体
等
と
の
交
流
を
行
、
っ
。
⑤
名

所
旧
跡
の
小
冊
子
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作

成
の
な
め
の
調
査
研
究
を
打
、
っ
。

一
部
会
長
}
山
本
巧
(
下
須
戒
)

動県うサイ県うド の等
を道。イ横道。の①推の花
推沿③苗栽?合②管ア進時づ
港線町の並線町埋ジを説く
すの内育びの内協サ!ヌ|美り
る清の苗にアの力イる化
。掃国をアジ国をロ o 1舌 1青
④市・行シサ・行 l 動掃

平成6年度予事 金額(円)

予算| 川 明 | 
39.00() '39xl.O()() 
3，150，000 事務局・事業・事業推進ft

218.00C 言己子宝誌半ト参加費 f!担金(特
'::"J.U ，し υし別会費・学沼会参加費・寄付金

il，884，000! 

員
一
中
野
徹
(
長
浜
)
米
間
仁
川
ト
市
、
菊

地
山
政
宏
(
以
上
曲
一
一
区
茂
)
山

U
道
男
、
中

間
主
助
(
以
上
下
前
一
一
政
一
丸
井
幸
造
、

久
保
広
行
(
以
上
今
坊
)
鎌
田
智
下

一
、
仁
久
)
上
満
知
子
(
白
滝
)拒D
i動

害日

長
浜
町
の
特
産
品
開
発
の
た
め
の
調

査
研
究
活
動
を
実
施
す
る
。

①
立
ち
枯
ら
し
材
生
産
モ
デ
ル
事
業

を
実
施
す
る
。
②
調
査
研
究
活
動
、
材

府
貝
・
販
路
を
研
究
す
る
。
③
各
撞
団
体

と
の
連
絡
調
整
を
行
う
。

一
部
公
長
}
大
成
立
功
(
豊
茂
)
一
部

賢
一
宇
都
宮
辰
生
、
山
本
久
雄
(
以
上

戒
川
)
叶
同
広
志
(
上
老
松
)
豊
田
万

弘
(
出
海
)

広報活動費
i情報ネットワーク活動費

785，()()O iノトコン通信活動費
夢づくり情動費

|アジ→トイ育苗費
100000 I 

l種it'その他の雑替
:iのイベント及びI'ri竜滝ま
つり参加費 1，0川1]，00ω O ;υイ ベ ンバI 背空美術館費 2以ω捌oω)泊0，0り山O 

リιよz叫l ι季物;躍費 卯肌川川川川(け以ω州)(泊削oα)(i卜 青祁E会 11， ()川品1，000I ~会2 一 t 工;立4?立; 11Jc品i~I ぽ日子ふれ愛毎美物語費 150 0り()
川号動費i 品ムJ山fE22， I i円削 ! ぽ目光案内祝設置費 200，0α) 
川 1)('流連絡川書費 50.000 
川 | 凶所目跡 フレ J入調査費 ぶ)，000

に~_j"，，，， p -;;l -1言明石万耳っ jレ事業
1ヰ守産「円子sI ゆJiEZ誌
! I芸品 川 00製22ド会活動白 日義組差
官柔雇豆長コ干「王百，50引事棄事歪了下イ吾妻
l 合 員一一 3，884，000】



j高目躍第2る

一一一成人病を考える

λ摘を
食べ過ぎと運動不足

「胞食時代」

その中で十、肥満が深刻な問題と右っています。

月門前とは、体が消費すゐ以 j_ 0) ..L ネルギ、」抜取を続けた結果、体内;こ必要l~lJ _の脂肪をpj=蔵レ

ている状態を言し J ます。日i大1(土、体質によってさまざまですが、主なものとして食べ過ぎと運動

食べて体に人るエ不ルギーのえiが多

(イ本

コピー食I71とし hりた

工ネルギ や脂肪のとり過ぎによる身

レトルト食品、加工技術「も飛躍的 fご向上し冷凍食品、

と言われる→方、新しい食品が豊かに11'，凶り

体へのi巳響が心配されていますが、

良町!の製造、近年、

パ、JEが|げられます。運動によ勺て使うエネ)しギ よりも、

し、場台、余<'J"-なエネルギーが体内でO¥j月初一変わり蓄えられるからで寸。太之)と一層運動嫌い

更に肥満を増長させてしミます。

月E満による成人
肥j前』土、成人病の大敵ですぐj 方交___-'， ておくと次のようなさまざまな病気を引き起こします。

①中相脂肪が増え、皮下脂肪の蓄積や心臥のiE迫から高血圧になりベノ寸ーしミ。 ②動脈石更イじが起

こりやすくなり、心臓:向や脳卒'1コの原悶になる。 ③食f よ過さの結果、インスリンの働きが弱まつ

で粧尿病になりや寸 ¥;'0 ⑤円肪肝とし寸肝臓病にな 11ヤ寸いコ ⑤体重が膝にかかる三どで、

変形性膝関飾品になりベコすし、。 ⑥尿酸値が高くなり、痛風を起こす。

に拍司王がかかり、を動かすのが而倒になる)

市栄養過剰から胆石に

致肥満は、主人1二び〉ょう L二、ウイルスに感染しゃ寸い。⑨免疫の動きが悪くなり、なりベコすし、。

基肥満を招くような食*-i舌をしといません7う、命的にもなりかねない病気のほ因で寸。皆さん、

そして規則I1しし寸活を送ることが肥満予防につなカ三ります。本は、食生活の改正:と適i支の速動、

9 1J>.条減量作
ゆっく

りと食べれ(ま少ない量で満月反感ァケ

年食いは食べ過ぎのもと、

⑥お酒を歓み過さf与とられます一心

なしいもゲイグイ自にみながじ:ノ、け?パ

ク食ベアいては、肥満になるのも

7こまめにイ本を重力か

0) 91 (三唾委主幸子仲
生tずを況Lす7，jごと

取り入れふ工夫が大切で寸

(8ス h レスをためと工しいーやL丁食い、

ブミ高~Cごす〆ペ し Ti~耳 i 二土月巴jポJ

I EI 3食きちんと食べる...栄

養バランスを考えながらコ食き-tj

んと食べましょ十、外食の場合は

7宇物やそばよ十人定食がおせせ占ぺ

②夕食は軽めにすまセ、

寝る三時開拓7は重量ベなに、一-食事は ~I'dfヘ寸完す c

す習慣君"ー仏、bはスポーツヤ、転/

ーすー〉

草月と長に責点を量き、夕食は軽/

忌同食を樫え寸-;.:_)0)7う古<<ヌ 「仁

三一見える所[-お菓子などに叶者:

を[管内なしみ。果物主、在べ過きれ (.;;f

H巴i，品川モと'-肉中心から

心の食生活に」イ三ム〈 . iJnx l、豆)週に 度は体重チェッィ与を

量作戦 1L:にし℃ならず

貢キー ・里子葉

よえ ¥ 

Ij安 L しましょげるたれぴ

;'-， 0) 昧[土健康，こわし 3いそっで己ー

川とよ、かんで食ノ¥る..五)~っ
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jレポ。支芸ー←一一

須
沢
の
玄
関
口
に
桜

ー
公
民
館
。
愛
護
班
が
は
m裁
(

一
一
一
月
六
日
、
須
沢
地

μ
で
公
民
館
・

愛
護
班
に
よ
る
桜
の
植
栽
、
雑
木
林
の

刈
り
空
け
な
ど
の
環
情
た
化
活
動
が
行

打
れ
、
地
蚊
の
子
供
・
大
人
合
わ
せ
て

約
瓦
十
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
叫
の
皇
づ
く
り
事
業
に
よ
り
、
須

沢
の
玄
関
U
を
花
い
っ
ぱ
バ
に
戸
川
ア
ブ
パ

と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
五
ー
本
の
出
の

南
本
を
植
栽
し
た
役
、

M
栽
記
念
と
し

て
、
子
供
達
が
そ
れ
ぞ
れ
の
市
本
に
名

札
を
か
け
な
。

地
域
の
油
性
化
に

;
立
同
工
会
が
ふ
れ
あ
い
市
;

一
一
一
月
十
九
日
、
商
工
会
浦
業
部
、
一
下
位

に
よ
る
「
ふ
れ
あ
い
市
」
が
満
肝
大
向大勢の買い物客で賑わったふれあい市

自
前
七
行
わ
札
、
約
問
白
人
の
…
只
い
物

客
で
賑
わ
っ
た
。

ご
の
市
は
、
住
民
と
ふ
れ
あ
い
の
中

で
、
町
内
産
品
の
良
さ
を
見
由

L
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
、
っ
と
行
わ
た

だ
も
の
で
、
活
ヒ
ラ
メ
や
忠
産
物
、
次

料
品
な
ど
が
減
交
で
叩
売
さ
れ
、
訪
れ

た

買

い

せ

た

の

外
米
を
お
い
し
く
食
べ
よ
う

ー
今
坊
で
料
理
講
習
会
1

一
戸
月
十
八

υ、
喜
多
灘
小
学
校

必
J

灘
婦
人
会

'
P
T
A
合
同
に
よ
る
料 地域を美しくと植栽を行う子供達」与~42フ

合
流
を
深
め
情
報
交
換

j
町
内
の
一
愛
好
家
八
人
ぞ

tqL
ハ
日
、
町
内
で
第
二
問
中
島
・

長
浜
町
え
流
ビ
リ
ヤ
ー
ド
ト
八
会
が
行
わ

れ
、
町
内
外
か
ら
十
四
人
が
参
加
し
た
の

こ
れ
は
、
長
鋲
ヒ
リ
ヤ
l
F
愛
好
家

(
代
表
-
主
井
義
宣
)
が
、
ピ
け
ヤ

i

ド
を
通
じ
て
他
町
村
と
の
交
流
を
ぷ
め
、

町
、
つ
〈
り
な
ど
の
情
祁
交
拘
を
凶
ァ
?
っ

と
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
卓
上
明
、
仙
川
一

戦
を
操
り
広
げ
で
後
、
懇
親
会
で
前
一
発

な
立
見
支
換
を
行
っ
た
。

理
講
習
令
市
川
開
催
さ
れ
、
地
域
の
婦
人

約
一
二
十
へ
が
参
加
し
た
。

こ
の
帯
胃
会
は
、
外
米
を
使
っ
た
料

理
を
美
味
し
く
作
ろ
う
と
開
か
れ
た
も

の
で
、
参
加
者
は
出
来
上
か
円
一
た
親
子

件
、
か
や
く
ご
飯
等
に
百
鼓
を
打
つ
ど
、

ポ
イ
ン
ト
ほ
水
加
減
と
の
こ
と
:
・
。

花
の
昼
駐
車
場
守
る
白
髪
ぴ
と

岩

本

勝

義

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
芽
ぶ
き
て
色
を
想
ひ
け

り

宮

菊

枝

タ
桜
何
や
ら
人
の
必
し
か
り
上
回

惜
春
や
夫
の
残
せ
し
愛
読
童
日

一塁一旦

一町一面一

ー
白
滝
俳
句
会

l

外米を使った料理に挑戦する婦人達

春
泥
に
つ
ま
だ
ち
歩
一
く
葬
の
列

主
同
水

遍
路
笠
若
き
一
一
人
は
リ
ュ
ッ
ク
背
に

部
築
一

f

H
r
f

の
削
は
院
を
待
だ
ず
逝
き
給
ふ松
f

ス手
子

十点
了

井

大
試
験
終
へ
て
ひ
た
す
ら
ギ
タ

1
弾
f
、

ポ
神

!党
子

孟流大:まで熱戦を繰り広げ、た参加者たち

制下

句

H
白
滝
小
学
校
九

ど
て
の
中
つ
く
し
が
出
と
よ
大
き
い
乞

五

年

来

新

太

郎

い
う
の
問
に
っ
ぽ
め
の
親
子
や
っ
て
き

た

五

守

山

出

寛

イ
ナ
ュ
!
日
ノ
ツ
。
「
/
亦
白
黄
色
一
き
れ
い
だ
な

豆

半

大

野

彩

さ
く
ら
さ
き
一
年
生
を
む
ト
ア
L

~

一一
ζ

五
年
清
氷
山
口
会

春
が
来
て
菜
の
花
い
き
い
て
い
い
か
お
打
〆

五

年

蒸

田

久

美

ぎ
，
と
り
さ
き
だ
け
の
こ
も
で
で
も
う
春

丹

六

年

大

所

範

人

平
っ
一
t
i
l
e

川
，
イ
光
を
あ
び
て
笑
三
、
る

六

年

清

水

美

紀

春
の
花
風
に
ふ
か
れ
て
ま
い
お
J
f引

L

ハ
年
和
主
出
美
津

た
け
の
こ
が
ト
一
の
中
か
ら
こ
ん
に
ら
ゆ

六

年

大

河
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九
一
山
々
長
・
吉
田
凱
典
大
洲
警
察
署
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
感
謝
状
は
、
一
-
月
十
4
1
1前

五
時
頃
、
長
浜
港
の
船
桟
惜
か
ら
誤
ワ

て
海
に
転
ル
治
し
た
A
さ
ん
を
、
{
川
崎
さ

ん
が
い
ち
早
く
先
見
扶
助
し
、
人
命
に

係
わ
る
事
此
を
未
然
に
防
J

げ
し
た
功
棋

に
よ
り
贈
ム
れ
た
也
の
で
す
。

高

崎

久

信

さ

ん

人
命
救
助
で
感
謝
状

二
月
十
円
、
大
洲
警
察
署
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